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商 工 観 光 係 

 

１．主要な施策の概要 

 

１ 羽村市産業振興計画の推進 

７．１．１．0131000 一般事務に要する経費 

最終予算額 －円 

決 算 額 －円 

【事業内容】 

平成 27 年度に策定した羽村市産業振興計画に掲げた事業の实施について進行管理を行っ

た。進捗状況等について、羽村市産業振興計画推進委員会及び羽村地域産業振興懇談会へ報

告し、評価・検証したうえで次年度へつなげた。 

 
２ 企業活動支援員及び創業支援コーディネーターの配置 

７．１．２．0131100 商工業振興に要する経費 

最終予算額 16,647,000円 
決 算 額 16,646,239円 

【事業内容】 

企業活動支援員が中心となって、市内で工業や商業を営む企業・事業所を個別に訪問し、

経営相談や各種アドバイスを行うとともに、ビジネスマッチングのコーディネート、専門機

関や専門家の紹介を行った。 

また、創業支援コーディネーターが中心となって、市内の創業希望者・創業後間もない事

業者に対して、経営計画等に関する指導、助言、各種支援を行った。 

今年度の企業活動支援員の延べ訪問回数は 1,342 回、創業支援コーディネーターの延べ相

談件数は 183件であった。 

 
３ 製造業営業力・生産力等強化支援事業の実施 

７．１．２．0131100 商工業振興に要する経費 

最終予算額 2,000,000円 
決 算 額 2,000,000円 

【事業内容】 

製造業の経営改善を目的に、企業の成長の見える化及び支援内容をまとめた企業カルテを

作成・更新し、高度技術開発に向けた専門家による指導等を行った。また、次世代の経営者、

経営幹部が、経営について学ぶことができるようセミナーを開催し、ネットワークを拡充す

る機会を提供した。 

 

４ たま工業交流展への参加 

７．１．２．0131100 商工業振興に要する経費 

最終予算額 1,000,000円 

決 算 額 1,000,000円 

【事業内容】 

多摩地域の中小企業が持つ優れた技術や製品を一堂に展示し、製品開発能力や加工技術等

を紹介することにより、新規市場の開拓や受注の確保を図るため、「たま工業交流展」に参加
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した。 

その中で、今年度も子供たちにものづくりの楽しみを知ってもらうことを目的として、ロ

ボットコンテストが開催された。 

 

５ 青梅線沿線地域産業クラスター協議会の運営 

７．１．２．0131100 商工業振興に要する経費 

最終予算額 50,000円 
決 算 額 50,000円 

【事業内容】 

青梅線沿線地域産業クラスター協議会は、ＪＲ青梅線・五日市線・八高線沿線地域の自治

体、商工会議所、商工会及び企業支援機関による連携組織であり、今年度は、合同企業説明

会、新入・中堅・幹部社員研修等を实施した。 

 

６ 商工会補助金 

７．１．２．0131100 商工業振興に要する経費 

最終予算額 44,710,000円 

決 算 額 44,710,000円 

【事業内容】 

商工会の運営について支援することで、経営改善普及事業、地域総合振興事業、企業活動

支援専門家派遣事業等が实施され、市内の商工業の振興発展が図られた。 

 

７ はむら夏まつりの開催支援 

７．１．２．0131100 商工業振興に要する経費 

最終予算額 14,300,000円 

決 算 額 14,300,000円 

【事業内容】 

市内の「賑わいの創出」を基本コンセプトとし、「ふれあいの場の創出」、「羽村の活性化」

等を図り、東日本大震災復興の継続的な応援を目的として羽村駅東口・西口周辺において開

催された、第 42回はむら夏まつりを支援した。 

 

８ 羽村市産業祭の開催支援 

７．１．２．0131100 商工業振興に要する経費 

最終予算額 10,200,000円 

決 算 額 10,200,000円 

【事業内容】 

「市民と企業の出会いの場」として、市内の諸産業と消費者が一堂に会し、その活動と取

り組みなどを市民に紹介することにより、市民生活と産業の融和を図り、もって市内の産業

振興に寄与することを目的に開催された、第48回羽村市産業祭を支援した。 

 

９ 技術力向上及び人材育成支援助成制度の実施 

７．１．２．0131100 商工業振興に要する経費 
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最終予算額 1,087,000円 

決 算 額 1,087,000円 

【事業内容】 

市内製造業の技術力向上及び人材育成支援のため、中小企業者が負担した従業員に対する

講習会・研修会の受講費用や資格取得費用などの助成を实施した。 

また、後継者等が受講した講演会や資格取得に要した費用の助成を实施した。 

 

１０ はむらふるさと祭りの開催支援 

７．１．２．0131100 商工業振興に要する経費 

最終予算額 2,000,000円 

決 算 額 2,000,000円 

【事業内容】 

地域住民が自主的に实施する「はむらふるさと祭り」の实施に対して助成を行うことによ

り、地域の活性化及び商業・観光振興を図った。 

 

１１ 販路開拓支援助成制度の実施 

７．１．２．0131100 商工業振興に要する経費 

最終予算額 1,000,000円 

決 算 額  777,000円 

【事業内容】 

市内の中小企業が国内外の展示会や見本市等に出展した経費に対し、出展料及び出展に係

る運搬費等を助成することで、自社の製品や技術等を広く周知及び宠伝し、販路開拓や受注

拡大が図られた。 

 

１２ プレミアム付商品券「羽村にぎわい商品券」販売の支援 

７．１．２．0131100 商工業振興に要する経費 

最終予算額 23,000,000円 
決 算 額 22,954,000円 

【事業内容】 

市内の商店・事業所の売上向上や地域経済の活性化を図り、市民の消費生活の一助とする

ため、平成 29年 2月 19日（日）に商工会が販売した市内共通商品券「羽村にぎわい商品券」

（第 9 弾）について、使用された商品券のプレミアム分の補助を行った（第 9 弾の換金率 

99.77%）。 

また、第 10弾の「羽村にぎわい商品券」を商工会が販売するにあたり事業の支援を行った。 

 

１３ 中小企業振興資金融資制度等の実施 

７．１．２．0131200 融資事業に要する経費 

最終予算額 16,376,000円 

決 算 額 16,271,541円 

【事業内容】 

中小企業振興資金融資制度及び小口零細企業事業資金融資制度を实施し、中小企業の経営
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に必要な資金調達の支援を行った。 

また、融資の際の信用保証料についても補助を行い、申込者の負担軽減を図った。 

 

１４ 産業福祉センターの管理運営 

７．１．２．0131300 産業福祉センターの運営に要する経費、他 

最終予算額 10,630,000円 

決 算 額 10,008,556円 

【事業内容】 

企業・事業所の活動拠点として、産業福祉センターの管理運営を行った。 

「人と情報の交流の場」として、ホール・研修审・会議审を貸し出し、研修会・講演会・

懇談会・会合などに利用いただいた。 

 
１５ 企業誘致促進制度の実施 

７．１．２．0131800 企業誘致に要する経費 

最終予算額 1,391,000円 
決 算 額 1,326,927円 

【事業内容】  

新規創業・転入・第二工場新設等により新たに市内で操業を始めた企業に対し、固定資産

税及び都市計画税と同額を 3年間交付する制度や企業誘致協力奨励金、雇用促進奨励金の制

度を運用した。平成29年度中、転出により 1社指定取り消しとなったが、新たに 1社を指定

し、平成 30年 3月 31日現在の指定奨励企業は11社となった。 

 

１６ 観光協会への支援・事業委託 

７．１．４．0132300 観光振興に要する経費 

最終予算額 27,414,000円 

決 算 額 27,414,000円 

【事業内容】 

観光協会の法人化や観光案内所の羽村駅西口地区への設置に向け支援を行った。その他、

観光協会の事業全般に対して支援を行い、羽村市を訪れる観光実の利便性の向上を図った。 

また、「はむら花と水のまつり」事業を委託した。 

 

１７ チューリップ観光事業 

７．１．４．0132400 チューリップ観光に要する経費 

最終予算額 11,049,000円 

決 算 額 10,599,050円 

【事業内容】 

チューリップのオーナー制度により、観光実、市民、企業、ボランティア、農業者、行政

等が協働したチューリップの管理・育成が行われた。 

また、学校教育の一環として、小学校の児童をはじめ、中学生、幼稚園児等による球根の

植付け・掘取りなどの体験が实施された。 
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１８ 雇用対策の実施 
５．１．１．0130100 雇用対策事業等に要する経費 
最終予算額 79,000円 
決 算 額 44,492円 

【事業内容】  

商工会、ハローワーク青梅、東京しごとセンター多摩等と連携を図り、合同企業説明会・

就職セミナー等様々な雇用対策事業を实施した。 

 

２．主な成果報告（主要な施策は、事業名の後に【主要な施策】と標記しています。） 

 

７．１．１．0131000 一般事務に要する経費 

１ 羽村市産業振興計画の推進【主要な施策】 

計画に掲げた事業の進行管理を行い、計画の進捗状況や推進にあたっての課題等について、

産業振興計画推進委員会及び羽村地域産業振興懇談会に報告・意見聴取等を行い、計画の推進

を図った。 

(1) 産業振興計画推進委員会 

計画の着实な推進を図るため、庁内組織である産業振興計画推進委員会を開催し、進捗状

況や進行管理上の課題等について点検・評価等を行った。 

開催状況 

回 数 年 月 日 内  容 

第 1回 平 29. 7. 7（金） 
(1) 羽村市産業振興計画事業における課題について 

(2) 今後のスケジュールについて ほか  

(2) 羽村地域産業振興懇談会 

地域経済の活性化を図るため、企業活動支援に取り組む商工会、金融機関、各種産業団体

で構成する羽村地域産業振興懇談会へ計画の進捗を報告し、点検・評価・意見聴収を行った。 

開催状況 

回 数 年 月 日 内  容 

第 1回 平 29. 7 .11（火） 

(1) 羽村市産業振興計画の進捗状況について 

(2) 融資事業について 

(3) 創業支援事業について 

(4) 雇用対策について 

(5) 農商工観連携施設について ほか 

 

７．１．２．0131100 商工業振興に要する経費 

１ 「活力市」の支援  

商業者と農業者の共催事業である「活力市」（あさがお・ほおずき市、だるま市）の開催に際

して、会場手配、テントの貸出、チラシ作成及び折り込み等の支援を行った。 

事 業 名 開 催 日 事 業 名 開 催 日 

あさがお・ほおずき市 
平 29.7.1（土）  

～7.2（日） 
だるま市 

平 30.1.6（土） 
～1.7（日） 

会場：農産物直売所 
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２  企業・事業所への支援活動【主要な施策】 

中小企業診断士等の資格を持った企業活動支援員（4 人）が、市内企業・事業所を個別に訪

問し、経営相談やアドバイス、各種支援施策・専門機関の紹介等を行った。 

企業訪問数 工業系事業所 商業・サービス業系事業所 

計 1,342回（延べ） 624回 718回 

【支援内容】金融相談・労務相談・販路開拓に関する相談などへの対応、生産管理強化支援、

人材育成支援、新商品開発支援、店舗等の改善提案、財務診断などを实施した。 

 

３ 創業支援事業の実施 

創業マインドの醸成、創業時・創業後の一貫した支援を行うため、創業に詳しい専門家を産

業振興課に配置し、羽村市を創業しやすい地域としていくための創業ニーズの掘り起し、支援

体制・基盤づくり等を行った。 

創業支援コーディネーター 配置人数 3人（120日活動） 

創業支援セミナー 参加人数 41人（5回開催） 

創業支援メール配信 登録者数 114人（8回配信） 

 

４ 創業支援スペース iサロンの運営 

創業希望者等へ作業・打合せスペースの提供、中小企業診断士による窓口相談会、創業支援

コーディネーターによる相談・アドバイス等を行った。 

会 場 産業福祉センター 

機 能 

・ 情報収集のための、国・都や各種連携機関の創業・経営に関する
チラシ等を揃えたスペースを設置。 

・ 創業支援コーディネーターを通じて創業に関するワンストップ相
談を实施。 

・ ミーティングスペース（個別ブース）の開放。 
・ 電源／無線 LAN／複合機の利用促進。 
・ iサロン登録者の羽村市図書館の利用促進。 

登 録 者 143 人 

 

５ 製造業営業力・生産力等強化支援事業の実施【主要な施策】 

製造業の経営改善を目的に、企業の成長の見える化及び支援内容をまとめた企業カルテを作

成・更新し、高度技術開発に向けた専門家による指導等を行った。また、次世代の経営者、経

営幹部が、経営について学ぶことができるようセミナーを開催し、製造業の営業力・生産力の

強化に資する企業支援を实施し、市内製造業の経営の安定と成長を図った。 

委託先 一般社団法人首都圏産業活性化協会（TAMA協会） 

实施事業 
対象・参加・支援

事業所数 

(1) ＴＡＭＡコーディネーター等専門家による企業カルテデータベー

ス作成 
127社 
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(2) ＴＡＭＡコーディネーター等専門家による若手経営者及び経営幹

部への課題解決支援セミナーの实施 
6社 

 

６ ビジネスハンズオン支援事業の実施 

マーケティングや販路、資金などの専門家による連携ネットワークを構築し、それぞれのノ

ウハウを有効活用して、中小企業の課題解決に至るまで伴走型の支援を行った。 

ビジネスよろず合同相談会 開催日 平 29.12.5（火）、参加事業所数 5社 

ハンズオン支援事業（専門家派遣） 支援事業所数 4社、専門家派遣数 延べ 7回 

 

７ 「はむらイルミネーション」への助成 

地域活性化の担い手となる若手の事業者等が中心となって、地域資源を活用した新たな商

業・観光イベントを行うことで、交流人口と定住人口の増加を図ることを目的として「第 3回

はむらイルミネーション～はむりんの魔法～」を实施した。 

第 17回はむらふるさと祭りと連動させ、商業振興イベント、はむりんダンスコンテストを实

施し、地域の活性化に努めた。 

(1) 開催期間 平成 29年 9月 15日（金）～12月 10日（日） 

(2) 会  場 小作駅東口駅前多目的広場および周辺、羽村市産業福祉センター 

(3) 来場者数 延べ 約 8,000人 

(4) 实施内容    

イベント 内  容  等 

イルミネーションの点灯 9月 15日(金)～10月 22日(日) 午後 6時～10時 

点灯式 10月 7日(土) 午後 5時 30分 

イルミネーションビアフェス 10月 11日(水) 午後 5時 30分～8時 30分 

激辛スタンプラリー 

10月 7日(土)～11月 4日(土) 

協力店舗数 15店舗 

来店実数 約 1,600人 

売上 3,063,789 円 

※11月 5日(日)には産業祭会場内で抽選会を实施 

ランバイク「はむらイルミネ

ーション CUP」 

12月 10日(日) 午前 9時～正午 

子どもたちがランバイクで会場内を駆け抜けるイベント

を实施 

出場者・観実数 約 250人 

※10 月 22 日(日)に台風で中止となったため、羽村市産業

福祉センターで实施 

激辛選手権～激辛王は誰だ?! 

12月 10日(日) 午後 1時～2時 

激辛料理を時間内に完食するイベントを实施 

参加者 個人 6 団体 7 

※10 月 22 日(日)に台風で中止となったため、羽村市産業
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福祉センターで实施 

ダンスイベント 

「はむりんピック」 

12月 10日(日) 午後 2時～3時 30分 

はむりんダンスコンテスト 

参加チーム 15 

※10 月 22 日(日)に台風で中止となったため、羽村市産業

福祉センターで实施 

 

８ たま工業交流展への参加【主要な施策】 

多摩地域の各商工会議所・商工会及び行政が広域的な連携を図り、多摩の中小企業の持つ優

れた技術や製品を展示するとともに、新規市場の開拓や受注の確保など、多種多様な交流によ

る多摩地域の工業の活性化と情報発信の場である工業交流展に参加した。参加企業団体 151団

体に対し、羽村市からは10社が出展した。 

その中で、子供たちにものづくりの楽しみを知ってもらうことを目的として、ロボットコン

テストが開催された。 

 

【展示会】 

開催期間  平成 30年 2月 22日（木）・23日（金） 

会  場  東京都立多摩職業能力開発センター 

入場者数  6,000人 

業 種 市内出展企業数 業 種 市内出展企業数 

機 械 金 属 電 気 関 連 3 情 報 ・ ソ フ ト 関 連

    

0 

環 境 関 連 3 各 種 製 造 関 連 4 

       

【ロボットコンテスト】 

開催期間  平成 30年 2月 24日（土） 

小中学生部門出場者   28組（市内 3組） 

工業高校生部門出場者  10組 

会  場  東京都立多摩職業能力開発センター 

 

９ 青梅線沿線地域産業クラスター協議会の運営【主要な施策】 

合同企業説明会、新入・中堅・幹部研修等を实施した。 

【構成団体】 

自治体 
青梅市・昭島市・福生市・羽村市・あきる野市・瑞穂町・日の出町・ 

奥多摩町 

商工会議所・商工会 
青梅商工会議所・昭島市商工会・福生市商工会・羽村市商工会・あ

きる野商工会・瑞穂町商工会・日の出町商工会 

支援機関 一般社団法人首都圏産業活性化協会 
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【实施事業】 

实施事業 实施日 
参加人数／ 

事業所数 

新入社員研修 平 29.6.8（木）、6.13（火）、6.22（木） 延べ 97人 

中堅社員研修 平 29.7.6（木）、7.13（木）、7.20（木） 延べ 48人 

幹部社員研修 平 29.9.7（木）、9.14（木）、9.21（木） 延べ 43人 

合同企業説明会 

（中途採用向け） 
平 29.10.13（金） 

81人／20社 

（青梅線 CL企業 5社） 

合同企業説明会 

（新卒採用向け） 
平 29.11.6（月） 

9人／6社 

（青梅線 CL企業 3社） 

 

１０ 商工団体等への助成  

(1) 商工会補助金【主要な施策】 

件 名 内       容 補 助 金 額 

羽村市商工会
補助金交付要
綱に基づく補
助金交付 

(1)経営改善普及事業 
講演会･講習会･個別指導等
の实施 

90 千円 

(2)一般振興事業･福祉対
策等の事業 

地域総合振興事業､経営改善
資金等利子補給事業､企業活
動支援専門家派遣事業 

3,350 千円 

(3)商工会を運営する事業 商工会館運営費  1,100 千円 

(4)人件費 一般職員人件費等 21,780 千円 

景気対策事業
交付金 

地域おこし事業、情報対策事業、市内企業振興対策特別
事業 

18,390 千円 

                  計 44,710 千円 
 

 (2) はむらふるさと祭りの開催支援【主要な施策】 

地域住民が实施する地域活性化イベントに対し、助成金を交付して財政的支援を行った。

また、イルミネーションを取り入れて、イベントの充实を図った。 

来場者数は、約 24,000 人。 

団 体 名 事 業 名 開 催 日 補 助 金 額 

はむらふるさと祭り
实行委員会 

はむらふるさと祭り 平 29.9.23（土）～9.24（日） 2,000,000 円 

 
１１ はむら夏まつりの開催支援【主要な施策】 

市内の「賑わいの創出」を基本コンセプトに、「ふれあいの場の創出」、「ふるさと意識の醸成」、

「羽村の活性化」、「人の集まる街の創造」を図るとともに、東日本大震災の継続的な応援を目

的として開催された、第42回はむら夏まつりを支援した。 

今年度は、先人たちが大切に守り育み、受け継いできたかけがえのない生命の源である羽村

の「水」をテーマとし、イベントを实施した。 

例年の羽村駅東口会場のイベントに加え、羽村駅西口会場の一層の充实を図るため、羽村駅

西口会場にて泡を使ったイベントや、小中学生の演奏会、サンバ踊りが行われ、はむらグルメ
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ブースが設置された。 

また、羽村駅東口・西口会場に、東日本大震災の復興応援ブースを含む 126の模擬店が出店

し、市内外からの多くの人が訪れ、賑わいと活力の創出が図られた。 

はむら夏まつり会場で使用される電力のうち1,000kWh については、グリーン電力を使用する

とともに、LED電球を使用するなど環境に配慮した取り組みも行った。 

運営面においては、今年度も市内 2社の企業ボランティアをはじめとする大勢のボランティ

アの協力のもと、安全にイベントが实施された。 

また、羽村駅東口・西口会場に 7月 1日(土)から夏まつり当日までイルミネーションの装飾

が行われ、賑わいの創出が図られた。 

(1) 開催期間 平成 29年 7月 29日（土）～30日（日） 

(2) 会  場 羽村駅周辺 

(3) 来場者数 2日間延べ 約 100,000人 

(4) 实施内容 

内  容 参加者数等（団体） 内  容 参加者数等（団体） 

オープニングアトラクション 29 日(土) 羽村一中吹奏楽部 サンバパレード 
29日(土) 雨天中止 
30日(日) 4団体  205人 

青尐年パレード 29日(土) 6団体 407人 
小中学生の演奏会 
（西口会場） 

29日(土)  
羽村東小、羽村西小、小作
台小、羽村三中、武蔵野小 
 
30日(日)  
羽村二中、富士見小、松林
小、栄小 

民踊流し 29日(土) 3団体 76人 祇園ばやし 30日(日) 1団体 

万灯行列・人波踊り 29 日(土) 15団体 418人 パットゴルフ 30日(日) 参加者 218人 

阿波踊り 29 日(土) 2団体 90人 市民模擬店 118店舗 

セグウェイ 29日(土) 参加者 約 110人 復興応援ブース 3店舗 

写真コンクール 応募数 125件（産業祭にて表彰・展示） はむらグルメ 3店舗 

ラリーカー展示 両日 三市観光推進協議会 2店舗 

羽村の祭ばやし 6団体 3か所 
クロージング 
アトラクション 

30 日(日) 1団体 

 
１２ 羽村市産業祭の開催支援【主要な施策】 

「市民と企業の出会いの場」として、市内の諸産業と消費者活動団体が一堂に会し、その活

動や取組みを市民に紹介することにより、市内の産業振興を図るとともに、市民生活と産業の

融和を図ることを目的として開催された、第48回羽村市産業祭を支援した。 

今年度の産業祭は「はっしん！」をテーマに、羽村市の産業等の活動がより多くの市民に幅

広く紹介された。 

特別企画として、バーチャルリアリティ映像による羽村の産業体験、市内事業所の仕事体験、

トラクター試乗体験等を实施することで、市内産業が広く紹介された。 

(1) 開催期間 平成 29年 11月 4日（土）～5日（日） 

(2) 会  場 富士見公園 

(3) 来場者数 2日間延べ 約 90,000 人 
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(4) 实施内容 

ア 特別企画の部 

企 画 名 内  容 

羽村の産業の魅力
を発信！ 

羽村の産業を360度3Dカメラによるバーチャルリアリティ映像で仮想体験
できるイベントを開催 
参加者：400人 

激辛メニューで羽
村の辛さに発振!? 

飲食コーナーの模擬店で、辛くておいしい激辛メニューを販売 
参加店舗：13店舗 

お仕事体験で高い
技術力を発信！ 

市内事業者の仕事体験として实施 
・ものづくり体験 オリジナルはむりんミニトートバッグプリント 
参加者：40人 

・ものづくり体験 軸受部品（自動車）組立 
参加者：28人 

・建設業体験 高所作業車、ショベルカー、バックホー、ミニバックホー、
ホイールショベル、回送車の乗車体験 
参加者：430人 

ドローンの可能性
を発信！ 

ドローンを使ったイベントを開催 
・親子でドローン体験！災害ミッションにチャレンジ 
参加者：87組 

・ドローン飛行デモンストレーション 
参加者：100人 

トラクターの試乗
体験で農業の魅力
を発信！ 

キャビン付トラクターの試乗体験を实施 
参加者：12人 

 

イ 展示の部 

展  示 内  容 

工 業 展 展示 15事業所／中型トラックの展示・乗車体験、遊具展示 

農 業 展 農産物共進会展示／野菜の宝船展示 

消 費 者 展 テーマ「やさい の ゆくえは？～様（さま）変わりしていく野菜～」 

 

ウ 即売の部 

内  容 参加者数等（団体） 内  容 参加者数等（団体） 

商 品 即 売 28 盆 栽 直 売 1 

飲 食 即 売 53 日本菊切花直売 1 

直売所出張販売
（野菜・花卉） 

1 
農産物チャリティバザー 42 

特 産 展 11 

 

エ 催し物の部 

ステージ 
イベント 

開会式 LIFriends（バンド） 

二中校区吹奏楽 羽村太鼓普及会 

羽村市舞踊連盟 京花流 華風舞姫（北杜市よさこいソーラン） 

NFPFD（ダンス） 沖田演夢（ギター弾き語り） 

はむりん PRイベント 
第 42回はむら夏まつり 
写真コンクール表彰式 

和太鼓 灯音 農産物共進会表彰式 

大正琴 琴伝流 さくら琴の会 閉会式 

グランド 
イベント 

フワフワ遊具 にぎわい大抽選会 

ふれあい動物園 羽村の祭ばやし 6団体 3か所 
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公園遊具体験、健康遊具展示・体験 復興応援ブース 

ハッピーハロウィン in 羽村 お仕事体験 

 

オ 紹介ＰＲの部 

特  設 
工業展（市内事業所紹介） 消費者展（「やさい の ゆくえは？～様（さ

ま）変わりしていく野菜～」） 農業展（農産物展示） 

行政紹介 

羽村市シルバー人材センター 
（事業紹介） 

羽村市社会福祉協議会（事業紹介） 

上下水道設備課・都市計画課 
(助成制度ＰＲ)  

上下水道部（水はむらＰＲ） 

企画政策課（男女共同参画ＰＲ） 
シティプロモーション推進課 
（ブランドメッセージ・はむりんＰＲ） 

子育て支援課 
（養育家庭制度の普及・啓発） 

選挙管理委員会（選挙啓発） 

町内会連合会（町内会ＰＲ） 
都市計画課 
（コミュニティバス「はむらん」ＰＲ） 

官公署等 

福生食品衛生協会（事業紹介） 羽村市防衛協会（事業紹介） 

福生警察署管内防犯協会羽村支部 
（防犯啓発） 

福生消防署羽村出張所(事業紹介) 

そ の 他 

三多摩健康友の会多摩川支部 
（事業紹介） 

東京羽村ライオンズクラブ 
（薬物乱用防止啓発） 

青梅法人会羽村東・西支部（事業紹介） 
市民パトロールセンターはむら 
（事業紹介） 

多摩ケーブルネットワーク 
（事業紹介） 

羽村市商業協同組合 
（夏まつり写真コンクール写真展示） 

羽村市観光協会（観光ＰＲ） 創業支援スペースｉサロン（創業支援） 

丸順商事 
（廃棄物収集車展示・事業紹介） 

羽村市商工会商業部会（事業紹介） 

羽三協（事業紹介） 羽村市商工会工業部会（事業紹介） 

日野自動車 
（中型トラック等展示・体験） 

日都産業（遊具・健康遊具展示体験） 

羽村市商工会建設業部会（事業紹介） 羽村市動物公園（移動動物園） 

 

１３  技術力向上及び人材育成支援助成制度の実施【主要な施策】 

市内製造業の技術力向上及び人材育成支援を図るため、中小企業者が負担した従業員等に対

する講習会、研修の受講、資格取得などに要した経費に対する助成制度の周知・活用を図った。 

制度内容  対象経費×1/2  1社当たりの上限額 200千円 

助成対象  市内で製造業を営む中小企業者および全ての産業の中小企業者の後継者等 

今年度实績 13社（36件 延べ 91人） 助成額  1,087,000 円 

 

１４  販路開拓支援助成制度の実施【主要な施策】 

市内の中小企業が国内外の展示会や見本市等に出展した経費に対する助成制度を实施し、自

社の製品や技術等を広く周知及び宠伝して販路開拓や受注拡大を支援した。 

制度内容  出展料及び出展に係る運搬費等の経費×1/2  1 社当たりの上限額 100千円 

助成対象  市内に事業所を有する法人又は個人 

今年度实績 12社（13件） 助成額  777,000円 
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１５ プレミアム付商品券発行事業の支援【主要な施策】 

市内の商店・事業所の売上向上や地域経済の活性化を図り、市民の消費生活の一助とするた

め、平成 29年 2月 19日（日）に商工会が販売した市内共通商品券「羽村にぎわい商品券」（第

9 弾）について、使用された商品券のプレミアム分についての補助を行った（第 9 弾の換金率 

99.77%）。 

また、第 10弾の「羽村にぎわい商品券」を商工会が販売するにあたりこの事業の支援を行っ

た。 

【羽村にぎわい商品券（第 10弾）の概要】 

発 行 総 額 2億 2千万円（2万冊） 

販 売 価 格 1冊 1万円（500円券×22枚綴り） 

発 売 日 平 30. 2.18（日） 

購 入 限 度 額 1人 3万円（3冊）まで 

有 効 期 間 平 30. 2.18（日）～ 平 30. 7.31（火） 

 

本事業の实施にあたっては、一般の販売に先駆けて高齢の方、障害のある方、母子健康手帳

をお持ちの妊婦の方、中学生以下のお子さんがいる世帯へ予約制により 2,178 冊を事前販売し

た。 

また、市を挙げてにぎわいを創出するため、市内小中学生からポスターのデザイン画を募集

し、1,646点の応募作品の中から 10点を優秀作品として採用し、販売時期にあわせ、全作品を

展示した作品展を生涯学習センターゆとろぎで实施した。 

 

１６ 製造業の操業環境支援事業の実施（ものづくり企業立地継続支援事業助成金制度） 

市内ものづくり産業の維持・発展を図るため、中小企業が市内での操業環境の改善を図る取

組みに対して助成した。 

助成対象事業 
防音、防臭及び防振等操業環境の改善を目的とした工場の改修等事業

及び工場の移転事業 

助 成 額 3/4以内 上限額 375万円  ※事業対象経費は100万円以上 

助成対象者 
市内に本社または事業所の登記がある、または市外（東京都内）から

新たに市内へ移転するものづくり中小企業 

助 成 期 間 平成 29年 4月 1日～平成30年 3月 31日 

今年度实績 1社（1件） 助 成 額 3,750,000 円 

 

１７ 商店街振興事業の実施 

(1) マミーショッピングセンター商店会 

ア 「マミーハロウィーンフェスタ」の支援 

商店会が行うイベント事業について「羽村市新・元気を出せ商店街事業費補助金」により

支援を行った。 
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实施期間 实施事業 来場者数 

平 29.10.20（金） 

～10.21（土） 

※10月 20日（金）は雨天の

ため中止 

仮装して楽しむイベントや小中学校による吹奏

楽など 
約 500人 

 

(2) 羽村東口商店会・本町西口商店会 

ア 「第 4回羽村にぎわい音楽祭」の支援 

商店会が行うイベント事業について「羽村市新・元気を出せ商店街事業費補助金」により

支援を行った。 

期日 实施事業 事業所数・参加者数 

平 29.11.26（日） 第 4回羽村にぎわい音楽祭 来場者数 4,350 人 

平 29.10.28（土）～ 

11.26（日） 
はむらにぎわいスタンプラリー 

羽村東口商店会 19事業所 

本町西口商店会 21事業所 

 

１８  地域イノベーション創出事業助成制度の実施 

市内の中小企業等が行う新製品、新技術等の開発にかかる費用の一部を助成することにより、

市内中小企業者等の経営基盤及び競争力の強化並びに連携の強化を図り、もって市内における

新事業展開、新分野進出、技術高度化等のイノベーション創出を促進した。 

助成対象事業 ①連携事業 ②依頼試験等实施事業 ③産業財産権取得事業 

助成金額   ①対象事業費×2/3  上限額 500千円 

②対象事業費×1/2  上限額  50千円 

③対象事業費×1/2  上限額 100千円 

今年度实績  ③1社(1件) 助成額 39,000円 

 

１９ ICT活用販路開拓事業助成制度 

市内の中小企業等が、販路開拓や情報発信のため、Web ページの新規作成または大幅な変更

をする場合に、その経費の一部を助成することにより、中小企業等の販路開拓、情報発信を支

援した。 

助成金額    助成対象経費の全額とし、上限額は 100千円 

今年度实績   13社 助成額  1,300,000円 

 

２０ 北杜市との産業交流「羽～杜（はーと）プロジェクト」の実施 

姉妹都市である北杜市と互いの市の特徴を活かした産業交流を進めるため、羽～杜プロジェ

クト推進会議を開催した。羽～杜プロジェクトのテーマとして「鹿肉(ジビエ)」の利用、チュ

ーリップを使った石けんの製作について議論した。 

参加メンバー: 羽村市商工会、北杜市商工会の両商工会職員、両市の産業担当者 
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開催日 開催場所 主な会議内容 

平 29. 4. 14（金） 羽村市役所西分审会議审 

(1) 羽～杜プロジェクト今年度

の取組みについて 

(2) 各地域の情報交換等 

平 29. 6. 30（金） 北杜市役所 

(1) 羽～杜プロジェクト今年度

の取組みについて 

(2) 各地域の情報交換 

平 29. 10. 2（月） 北杜市役所白州総合支所 

(1) 羽～杜プロジェクト今年度

の取組みについて 

(2) 各地域の情報交換 

平 30. 1. 31（水） 羽村市役所西分审会議审 

(1) 羽～杜プロジェクト今年度

の取組みについて 

(2) 各地域の情報交換 

 

２１ 羽村市商工会との産業振興対策会議の開催 

市内の産業振興を推進するため、羽村市商工会との意見・情報交換会を開催した。 

    会議開催数 12回（月 1回） 

 

２２ その他の支援事業 

(1) メールグループの形成 126社 163件、発信件数 15回 

市内製造業や支援機関等へ、補助制度や各種セミナー等の支援情報をメールで発信した。 

(2) 未利用地（空き地・空き工場）、空き店舗の調査・情報提供 

工業系用途地域における未利用地（空き地・空き工場等）、中心市街地における空き店舗に

ついて現況調査を行うとともに、市外企業等の転入用地・転入工場、空き店舗探しについて

情報提供を行った。 

工業系用途地域内未利用地面積（駐車場等含む） 合計  125,145㎡ 

中心市街地内空き店舗数 合計  65箇所 

(3) ミニブルーム交流カフェの開催 

創業を考えている方、創業後間もない方への支援を目的として、創業した先輩から学ぶセ

ミナーを实施した。 

期 日 平 30. 1.31（水） 

会  場 TTA 東京西多摩卓球スタジオ 

参 加 者 3人 

テ ー マ 
マイナー競技からメジャーへの挑戦 

～生涯スポーツの卓球を通した子供の人間的育成と強化と健康づくり～ 

講  師 野中直広氏（TTA東京西多摩卓球スタジオ代表） 

主  催 羽村市・多摩信用金庫・日本政策金融公庫 
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(4) 他組織との連携 

ア 金融機関との連携 

(ｱ)羽村地域産業振興懇談会の開催 平成 29年 7月 11日（火） 

(ｲ)ミニブルーム交流カフェの開催 平成 30年 1月 31日（水） 

イ 経済産業省関東経済産業局 

市からの研修派遣職員を通じ、国の施策の活用、広域連携などの支援体制を構築した。 

ウ 一般社団法人首都圏産業活性化協会（TAMA協会） 

国の施策活用における支援、広域でのマッチングなど、より高度な支援体制を構築した。 

エ  公益財団法人東京都中小企業振興公社 

公社が实施するセミナー・支援制度について適宜情報を受け市内企業へ提供、また施策活

用における個別相談の体制を整えるなど、専門的かつ高度な支援体制を構築した。 

オ 中小企業大学校（独立行政法人中小企業基盤整備機構） 

中小企業大学校内の創業支援・新事業支援拠点「BusiNest」で行われた多摩地域自治体担

当者による意見交換会にて、各種施策の情報共有を行った。 

カ 社労士ネット羽村 

市内の社会保険労務士の有志で組織されたネットワークと連携し、市内事業所に対する無

料労務相談を行った。 

 

７．１．２．0131200 融資事業に要する経費 

１ 中小企業振興資金融資制度等の実施【主要な施策】 

(1) 金融機関融資状況                （平 30. 3.31 現在  単位：件、円） 

  
  
  
  
  
  

種 別             融資件数 融 資 額               償 還 額               未 償 還 額               市利子補給額  

運 転 資 金             234 1,302,660,000 484,705,100 817,954,900 

9,961,635 

設 備 資 金             94 560,931,000 234,608,500 326,322,500 

開 業 資 金             7 30,100,000 16,189,000 13,911,000 

運転設備併用 16 160,400,000 66,012,000 94,388,000 

一本化借換 14 118,900,000 36,822,500 82,077,500 

環境配慮資金 3 25,340,000 17,663,000 7,677,000 

計 368 2,198,331,000 856,000,100 1,342,330,900 

 

(2) 金融機関新規融資状況 （単位：件、円） 

  

  

  

  

  

  

種 別             融資件数 融 資 額                
運 転 資 金             61    439,200,000 

設 備 資 金             16 98,075,000 

開 業 資 金                0      0 

運転設備併用 0     0 

一本化借換 6     66,000,000 

環境配慮資金 0 0 

計 83    603,275,000 
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(3) 保証料補助金 

東京信用保証協会の保証を利用し、羽村市中小企業振興資金融資及び羽村市小口零細企業

事業資金融資を申し込んだ事業者について、その保証料の 2分の 1（中小：上限 200,000円、

小口：上限 150,000円）を補助した。 

今年度实績   78件 6,309,906 円 

 

７．１．２．0131300 産業福祉センターの運営に要する経費 

１ 産業福祉センターの管理運営【主要な施策】 

産業振興、情報発信の拠点として施設の管理運営を行った。 

(1) 施設の概要 

名  称 羽村市産業福祉センター 

所 在 地 緑ケ丘２－１１－１ 

敷地面積 3,703.53㎡ 

延床面積 1,050.15㎡ 

主要施設 １階 電脳情報館（情報コーナー） 

電脳寺子屋（和审・8人収容） 

２階 電脳会議审（研修会議审・50人収容） 

電脳セミナールーム（パソコン研修审・11人収容） 

ｉホール（多目的审・130人収容） 

(2) 利用状況（平 29. 4. 1～平 30. 3.31） 

ア 貸部屋使用件数                                                   （単位：件） 

市 内 企 業               市内企業団体 市 内 一 般 団 体                 そ の 他               計 

465 78 253 717 1,513 

   イ 施設使用者数               （単位：人） 

電脳寺子屋 電脳ｾﾐﾅｰﾙｰﾑ ｉホール 電脳会議审 計 

764 1,695 16,481 6,389 25,329 

 

７．１．２．0131700 小作駅前駐車場に要する経費 

１ 小作駅前駐車場の運営 

商店街振興として施設の管理運営を行った。    

(1) 施設の概要 

名  称 羽村市営小作駅前駐車場 

所 在 地 小作台１－１６－１ 

駐車台数 40台 

敷地面積 981.77 ㎡ 

使 用 料 １台につき15分以内 50円（15分を超え 15分ごと 50円） 

（入庫時から起算して24時間までの間の使用料の上限額は 1,000円） 

(2) 利用状況（平 29. 4. 1～平 30. 3.31） 

今年度实績（合計：23,628 台 15,908,250円） 
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平29.4月 5月 6月 7月 8月 9月 

1,833台 1,801台 2,158台 1,606台 2,209台 2,111台 

1,218,600円 1,198,800円 1,427,650円 1,055,500円 1,403,750円 1,406,300円 

10月 11月 12月 平30.1月 2月 3月 

1,949台 2,280台 2,014台 1,525台 1,797台 2,345台 

1,311,350円 1,593,500円 1,358,150円 1,059,750円 1,228,800円 1,646,100円 

 

７．１．２．0131800 企業誘致に要する経費 

１ 企業誘致の促進【主要な施策】 

新規創業・転入・第二工場新設等により新たに市内で操業を始めた企業に対し、固定資産税

及び都市計画税と同額を3年間交付する制度や企業誘致協力奨励金、雇用促進奨励金の制度を

实施した。 

誘致实績（奨励企業指定） 今年度新規奨励指定 今年度交付实績 

11社 1社 1,304,000 円 

   ※誘致实績数は今年度、転出により指定取消となった１社を除く。 

 

７．１．４．0132300 観光振興に要する経費 

１ 観光協会への支援・事業委託【主要な施策】 

観光協会の法人化、観光案内所の常設化に向け支援するとともに、観光マップ発行事業など、

観光協会の事業全般に対して財政的支援を行った。 

また、「はむら花と水のまつり」事業を委託にて实施し、市内の観光振興が図られた。 

 

２ 観光案内所の開設 

「はむら花と水のまつり」をはじめとする観光事業の充实を図るとともに、市内への来訪者

に対して観光案内や特産品等の情報を発信する場として、観光協会と連携し観光案内所を開設

し、10月 1日付けでの観光協会の事務所移転に伴い、観光案内所が通年開設された。 

開設期間 開設時間 来所者数 開設場所 

平 29. 3.24（金）～ 4. 9（日） 午前 9時～午後 5時 

5,069 人 

羽村市羽東 1-13-10 

平 29. 4.10（月）～ 4.23（日） 午前 9時～午後 4時 

平 29. 4.24（月）～ 5.31（水） 午前 9時～正午 

平 29.10月 

午前 9時～午後 5時 

259人 

平 29.11月 219人 

平 29.12月 183人 

平 30. 1月 127人 

平 30. 2月 192人 

平 30. 3月 1,339 人 

計  7,388 人  
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３ 花いっぱいコンクール 

「花いっぱいコンクール」（春：平 29.4月、夏：平29.7月）を实施し、町内会、学校、企業

等（春 110団体、夏108団体）により市内各地で植栽が行われた。 

また、駅前広場（羽村駅東口、小作駅東口・西口）、草花モデル通り（市役所通り）にも花の

植栽を行い、通年で市民や来訪者に癒しと安らぎを与えるものとなった。 

 

４ レンタサイクル事業 

羽村市を訪れる観光実の移動手段として電動アシスト自転車を提供(有料)することで、利便

性の向上を図った。 

(1) 利用時間    午前 9時～午後 4時 30分 

(2) 自転車の種類  子ども乗せ自転車 2台、一般用自転車(24インチ) 2台、 

大人用スポーティータイプ自転車(26インチ) 1台 

(3) 今年度实績   21件 

        

７．１．４．0132400 チューリップ観光に要する経費 

１ チューリップ観光事業【主要な施策】 

チューリップの植栽は、羽村市チューリップ生産組合に委託しており、3.2 ヘクタールの水

田等に約 40万球の球根を植栽した。 

チューリップの球根の植付け、掘取りにはボランティアを募集し、生産組合の作業の一部を

担っている。 

また、チューリップオーナー制度により多くの市民や企業にオーナーとなっていただき、ボ

ランティア、オーナー、農業者、行政が協働したチューリップの管理・育成を行った。 

 

２．１．３．0102000 男女共同参画社会の推進に要する経費 

１ 女性のキャリアデザイン支援講座および女性のチャレンンジ支援講座の実施【主要な施策】 

女性の活躍推進に関する事業として、職場復帰や地域活動などへの参加意欲を持つ方に対し、

一歩踏み出すきっかけとなるよう支援講座を实施した（企画政策課との連携事業）。 

女性のキャリアデザイン支援講座 

期 日 講 師 受講者数 

平 29.11.30（木） ライフコーチ みつはしあきこ氏 6人 

 

女性のチャレンジ支援講座 

期 日 講 師 受講者数 

平 30. 1.18（木） ライフコーチ みつはしあきこ氏 8人 

 

５．１．１．0130100 雇用対策事業等に要する経費 

１ 緊急雇用対策職業相談「出張ハローワーク」の実施【主要な施策】 

ハローワーク青梅との共同により職業相談窓口を設置し、様々な仕事に関する相談に対応し

た。 
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(1) 实施回数 24回（毎月第 2、第 4水曜日实施） 

(2) 相談者数 延べ 120人（男性 35人、女性 84人、不明 1人）  

 

２ 合同就職面接会、就職支援セミナー等の開催【主要な施策】 

求職中の方の総合的な就職支援、雇用環境の改善向上に資するため、就職面接会、専門員に

よる各種就職相談会、就職支援セミナー等を開催した。 

 

事業名 

 期日 内容 参加事業所数 参加者数 

 合同就職面接会【ハローワーク青梅共催事業】 

 平 29. 6.15（木） 合同就職面接会 10社（市内企業 0社） 51人 

高校生のための合同企業説明会【ハローワーク青梅共催事業】 

 平 29. 7.14（金） 合同企業説明会 12社（市内企業 2社） 102人 

若年者就職面接会【ハローワーク青梅共催事業】 

 平 29. 9.11（月） 合同就職面接会 10社（市内企業 0社） 25人 

就職面接会（全年齢層対象） 

【東京しごとセンター多摩・青梅線沿線地域産業クラスター協議会他主催・羽村市共催事業】 

 平 29.10.13（金） 
面接直前対策セミナー、 

面接会 

20社（青梅 CL企業 5社・ 

市内企業 2社） 
81人 

就職面接会（概ね 55歳以上の方対象）【東京しごとセンター多摩共催事業】 

 平 29.10.20（金） 
事前対策セミナー 

就職面接会 

－ 

10社（市内企業 1社） 

11人 

34人 

杏林大学 合同企業説明会【杏林大学主催、青梅線沿線地域産業クラスター協議会連携事業】 

 平 29.11. 6（月） 合同企業説明会 6社（青梅 CL企業 3社） 9人 

ミドル・シニア向け再就職支援セミナー【ハローワーク青梅共催事業】 

 平 29.11.17（金） 
再就職支援セミナー 

就職面接会 

－ 

2社（市内企業 2社） 

16人 

14人 

合同就職面接会【ハローワーク青梅共催事業】 

 平 30. 1.18（木） 合同就職面接会 11社（市内企業 4社） 45人 

ミドル・シニア向け再就職支援セミナー【ハローワーク青梅共催事業】 

 平 30. 2.23（金） 再就職支援セミナー － 26人 

若年者合同就職面接会【ハローワーク青梅共催事業】 

 平 30. 3. 9（金） 合同就職面接会 10社（市内企業 0社） 33人 
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農 政 係 

１．主要な施策の概要 

 

１ 農産物直売所の運営 

   ６．１．３. 0130500 農業振興に要する経費 

最終予算額 445,000円 

   決 算 額 443,405円 

   【事業内容】 

指定管理者である羽村市農産物直売所運営委員会と西多摩農業協同組合が管理運営を行

い、市内の登録農業者で生産された新鮮で安全・安心な地場産の農作物を消費者に提供し

た。 

 

２ 羽用水路維持補修助成事業 

   ６．１．３. 0130700 水田営農活性化対策に要する経費 

最終予算額 8,100,000円 

   決 算 額 8,100,000円 

   【事業内容】 

平成29年10月22日の台風21号により、阿蘇神社下の水路の石垣や土砂の盛土が決壊し、羽

水田への水の供給ができなくなったことから、羽用水組合において実施した補修に対し、支

援を行った。 

 

３ 市民農園の運営 

   ６．１．３. 0130800 市民農園等に要する経費 

   最終予算額 168,000円 

   決 算 額 127,157円 

   【事業内容】 

市民にゆとりある生活と農業への理解を促すとともに、農地保全につながる施設としての

運営を行った。 

 

２．主な成果報告（主要な施策は、事業名の後に【主要な施策】と標記しています。） 

 

６．１．３．0130500 農業振興に要する経費 

 

１ 観光農業育成対策 

名   称 農園数 株 数   ・    区 画 数 備    考 

イチゴ 1      720(  720) 
) 
 

  18(18) １区画40株単位売り 

ジャガイモ 4    2,550(1,380)   85(46) 
25*403 

 
─── 

１区画30株単位売り 

サツマイモ 2      700(  600) 
0 

  70(60) １区画10株単位売り 
 

（ ）内は窓口販売実績数 
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２ 農業団体の育成 

農業技術の向上や作業の合理化、農業意欲の高揚、環境保全型農業への取り組みなど、それ

ぞれの農業形態に合わせて市内農業者が組織した各種団体の意見集約を図るため、羽村市農業

団体協議会を通じて、運営面等の支援を行った。 

また、生分解性マルチ（環境保全型）の導入促進を図るため、羽村市農業団体協議会を通じ

て補助・支援を行った。 

  

３ 農業後継者の育成 

次代を担う農業後継者の育成を図るため、農業者自らが組織している「羽村市農業後継者

クラブ」に対し、運営面等の支援や主催事業である観蓮会の充実を図る目的として、大賀ハス

の維持管理に関する支援を行った。 

また、学校給食への食材提供及び農産物直売所へ年間を通じて安定した出荷ができるよう、

東京都における都市農業活性化支援事業を推進するとともに、学校給食センターと合同で学校

給食食材の契約栽培の拡大の検討や栽培現地調査を実施し、契約履行の支援を行った。 

羽村市農業後継者クラブの独自事業：観蓮会の開催、はむら夏まつりへの参加等 
 

４ 農産物直売所の運営【主要な施策】 

運営内容   

内  容 平成29年度 平成28年度 比 較 

会員数 

売上金額 

販売点数 

来客者数（買上者） 

63 人 

80,706,360 円 

387,300 点 

110,648 人 

66 人 

88,050,274 円 

417,991 点 

115,443 人 

    

 9.1％減 

 7.9％減 

 4.3％減 

 

５ 環境保全型農業直接支払交付金事業 

自然環境の保全に資する農業の生産方式（化学肥料、化学合成農薬を5割以上低減する取り

組み）を導入した農業団体等を支援する。 

   環境保全型農業直接支払交付団体数：1団体  

 

 ６ 認定農業者制度の推進 

農業経営基盤強化促進法第６条に基づき、効率的かつ安定した農業経営を目指す農業者を

「認定農業者」として市で認定し、認定農業者の推進に努めた。 

平成29年度認定農業者：7人 
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６．１．３．0130600 各種品評会に要する経費 

 
１ 共進会 

事  業  名             対    象 内       容 実 施 日 

第48回羽村市産業祭 

 

農業展農産物共進会 

市内農業者 

出品数（合計 178点） 
野 菜 95点 
果 実 8点 
花 卉 75点 

表 彰（合計 53点） 
優秀賞 22点 
※特別賞（都知事賞、市長賞外17点） 
優良賞 15点 
良好賞 16点 

平29.11.4 

～ 

平29.11.5 

 

６．１．３．0130700 水田営農活性化対策に要する経費 

 

１ 緑地環境保全 

市内に唯一残された水田の水辺環境の保全を図るため、羽用水組合等に大賀ハス、白ハス、

睡蓮、牡丹、芍薬などの景観形成作物の栽培管理を委託した。 

また、稲の裏作にはチューリップの栽培（約40万球、約3.3hａ）を行った。 

２ 水土里保全活動支援事業 

   平成27年度に設立した羽用水保全会に対し、農地・水路・農道等の維持・保全活動等への支

援を行った。 

３ 羽用水路維持補修助成事業【主要な施策】 

平成29年度実積 

事 業 内 容 修 繕 期 間 市 助 成 金 額 
羽用水水路復旧・修繕 平30.1.15～平30.3.30 8,100,000円 

 

６．１．３．0130800 市民農園等に要する経費 

１ 市民農園の運営【主要な施策】 

市内6カ所の市民農園のうち、2農園・53区画について、利用者の改選を行った。 

農 園 名 区画数 農 園 所 在 地 利  用  期  間 

第１農園 45 緑ケ丘5-4 平29. 3. 1 ～ 平31. 1.31 

第２農園 39 緑ケ丘5-6 平29. 3. 1 ～ 平31. 1.31 

第３農園 48 小作台4-6 平29. 3. 1 ～ 平31. 1.31 

第４農園 28 栄町2-11 平30. 3. 1  ～ 平32. 1.31 

第５農園 25 小作台3-5 平30. 3. 1  ～ 平32. 1.31 

第８農園 35 栄町1-14 平29. 3. 1 ～ 平31. 1.31 

計 220   

※1区画約20㎡、共益費4,000円（約2年間） 
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２ 農業体験農園 

農業体験農園の運営などの支援を行った。 

62区画の入園者が利用し、園主が一から野菜づくりの播種、定植、農薬使用の指導を行い、

年間20種類以上もの野菜の栽培、収穫が体験出来る農園として広報等のPRに努めた。 

※1区画約30㎡、1年契約で最大5年間更新可能 

 入園料23,000円、農産物代15,000円、合計38,000円（年間） 
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消 費 生 活 係                         

１．主要な施策の概要 

 

１ 消費生活相談の充実 

７．１．３．0132000  消費生活相談に要する経費 

最終予算額 5,266,000円 

決 算 額 4,804,572円 

【事業内容】 

近年の消費生活相談については、相談内容が複雑多岐にわたることから、これらの相談に

的確に対応できる知識を有した相談員を配置した。また、相談員が法律に基づくアドバイス

を的確に行えるよう、法律事務所とアドバイザー契約を結び、相談の充実を図った。 

さらに、相談員が都の相談員研修会等に参加し、さらなる資質の向上を図るとともに、パ

イオネット（国民生活センターのデータベース）等から多数の地域事例を元に、市民の契約

トラブルなどの迅速な解決及び救済を行った。 

 

７．１．３．0132200  消費者教育・啓発に要する経費 

最終予算額 1,827,000円 

決 算 額 1,583,840円 

【事業内容】 

    高齢者や若者を狙った悪質商法や不当請求・架空請求など、消費者トラブルを防止するた

め、パンフレット等を作成・配布して、市民の自己防衛力を高めるとともに、消費生活セン

ターのＰＲを行った。 
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２．主な成果報告（主要な施策は、事業名の後に【主要な施策】と標記しています。） 

 

７．１．３．0131900  消費生活の推進に要する経費 

 １  消費者啓発 

（1） 消費生活センターだよりの発行 

発行回数 年４回（４月、７月、10月、１月の各月１日） 

発行部数 26,200部 

  配布方法 全戸配布 

（2） 啓発資料作成 

「広報はむら」（偶数月１5日発行号）の「はい！こちら消費生活センター」のコーナー 

及び消費生活センターだよりに消費者トラブルの事例を紹介し、被害防止の啓発を行っ

た。 

 

 ２ 消費生活センター運営委員会 

学識経験者及び市内消費者団体・消費者代表などで組織される消費生活センター運営委員会

では、市民の消費生活の向上を目指し、毎月の定例会議や随時開催される会議で様々な事業を

企画し、実施することで、幅広い消費者の啓発に取り組んだ。 

 

 （1）消費生活センター運営委員（任期：平29．4．1～平31．3．31） 

職 名 氏   名 備   考 

会 長 石 黒 祥 子 市内消費者代表 

副会長 中 村 洋 子 消費者団体代表 

委 員 篠 田 粧 子 学識経験者 

〃 宮本 智次郎        〃 

〃 関  美智子 市内消費者代表 

〃 岩 﨑 弘 美        〃 

〃 西谷 久仁子        〃 

〃 宍倉 由起恵        〃 

〃 金 子 明 代        〃 

〃 羽 村 幸 子        〃 

〃 桑 原 悦 子        〃 
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(2） 消費者教育 

ア 消費生活講座                             (単位：人) 

年 月 日 テ ー マ               講    師 会  場 参加者数 

平29.5.16 
第1回消費生活講座 

「鍋カバーで保温調理」 

 

「はむら安全食品等を 

もとめる会」 

井上 君江 

 

消費生活ｾﾝﾀｰ 

調理室 
21 

平30.2.25 

 

第2回消費生活講座 

「タネが危ない」 

 

野口のタネ 

野口種苗研究所 

野口 勲 

ゆとろぎ 

小ホール 225 

 

イ 一日生活教室                                                   （単位：人） 

年 月 日 テ ー マ               講    師 会   場 参加者数 

平29.12.2 
「これが親父の料理だ！」 

～餃子～ 

ライオンギョーザ 

店主 星田 正行 

消費生活ｾﾝﾀｰ 

調理室 
19 
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ウ 移動消費生活センター（延参加者数495人）                      （単位：人） 

年 月 日 対象者・テーマ 会  場 内           容 参加者数 

平29.6.27 

児童館3館合同事業 
「おしゃべり場」 

東児童館 

イーストフード等添加物の働きを参

考にパンを選ぶことで、普段の食生活

や子どもと家族の健康等について、考

えてもらうことを伝えた。 

保護者8 

子ども10 
おいしいパンの 

見分け方 

平29.8.28 

羽村東小学校 

5･6年生 

（保健委員会） 羽村東 

小学校 

市販飲料の糖度実験で、飲み物に含

まれる添加物や甘さの違いを認識し、

自分自身の健康についても、考える機

会を提供した。 

児童 14 

糖度実験 

平29.9.29 

まつぼっくり 

保育園園児 まつぼっくり

保育園 

お面劇「羽村保育園の遠足」をとお

して、どのような食べ物が体に良いの

かをテーマに、好き嫌いなく何でも食

べることを伝えた。 

園児 62 

お面劇 

平30.1.30 

青梅第二小学校 

5年生児童 
青梅第二 

小学校 

お金を数えることや、支出の分配作

業等をとおして、「お金の大切さ」を

子どもたちに伝えた。 

120 

(4ｸﾗｽ) 
小学生も消費者です。 

～家計 やりくり～ 

平30.2.15 

武蔵野小学校 

5年生児童 
武蔵野 

小学校 

 97 

(3ｸﾗｽ) 
小学生も消費者です。 

～家計 やりくり～ 

平30.3.5 

かやの実保育園園児 

かやの実 

保育園 

お面劇「羽村保育園の遠足」をとお

して、どのような食べ物が体に良いの

かをテーマに、好き嫌いなく何でも食

べることを伝えた。 

園児 66 

お面劇 

平30.3.14 

玉水保育園園児 

玉水 

保育園 

園児110 

保護者8 

お面劇 
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エ 西多摩８市町村・東京都多摩消費生活センター共催消費生活講座     （単位：人） 

 

 

（3） 青空市（フリーマーケット） 

第48・49回青空市は、消費生活センター運営委員を中心に構成された青空市実行委員会

が主催し、生活用品の再使用を図り、物資の有効利用と廃棄物に対する意識の向上に役立

てることを目的に企画した。 

 

回数・開催日 内      容  会    場 区 画 数         来 場 者 数 

売 上 金 額 第48回 

平29.5.13 
「フリーマーケット」 富士見公園 

69区画 雨天中止 

第49回 

平29.11.18 
48区画 1,000人 

 

 

（4） にじいろフリーマーケット 

例年、青空市が雨天中止になることが多く、以前から天候の影響を受けにくいフリーマー

ケットの開催について市民要望があったことから、消費生活センター運営委員の他、消費者

団体や市民が集まり、新しいフリーマーケットの運営形式を模索・検討してきた。 

その結果、市民主導で実行委員会が組織され、荷物を積んできた車で、そのまま出店でき

るフリーマーケットを実施した。 

 

回数・開催日 内      容  会    場 区 画 数         来 場 者 数 

売 上 金 額 第1回 

平29.4.2 

「フリーマーケット」 

ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

第2駐車場 
16区画 100人 

第2回 

平29.6.25 

ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 

駐車場 
27区画 荒天中止 

第3回 

平29.10.25 
〃 18区画 

雨天のため 

出店者なし 

第4回 

平30.3.18 
〃 14区画 200人 

 

年 月 日 テ ー マ               講    師 会   場 参加者数 

平29.11.21 
「インスタ映えする 

サンドウィッチを作ろう！」 

日本野菜ソムリエ協会 

田代 由紀子 
福生市民会館 27 

平30.2.16 
「乳幼児のヒヤリ 

・ハットについて」 

東京都生活文化局 

消費生活部生活安全課 

宮本  香 

ゆとろぎ 

講座室 
10 

平30.2.23 「羽毛布団工場見学ツアー」 東洋羽毛工業株式会社 
神奈川県 

相模原市 
70 
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７．１．３．0132000  消費生活相談に要する経費 

 １ 消費生活相談【主要な施策】 

（1）相談受付件数        527件（電話 339件、来所 186件、文書 2件） 

（2）月別相談受付件数等                       （単位:件、円） 

 

※ 他市町村の件数は、月別相談件数に含む。 

※ 他市町村（ ）内は、西多摩地域広域連携による西多摩地域８市町村居住者からの相談件数 

※ 救済金額は、クーリングオフ等による解約・返金、斡旋や交渉により救済された金額 

※ 法律相談件数は、アドバイザー契約に基づき、相談員が法律事務所へ相談した件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 件 数 他市町村 救済金額 救済件数 法律相談件数 

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 

11月 

12月 

1月 

2月 

3月 

40 

41 

54 

32 

36 

37 

45 

55 

39 

54 

46 

48 

1 

2 

4 

1 

0 

2 

0 

0 

3 

5 

2 

4 

( 0) 

( 1) 

( 4) 

( 1) 

( 0) 

( 2) 

( 0) 

( 0) 

( 2) 

( 4) 

( 1) 

( 3) 

12,120  

412,540  

486,432  

514,852  

310,000  

613,508  

1,118,817  

592,247  

118,796  

2,024,276  

414,072  

872,000  

2 

7 

5 

5 

3 

12 

5 

7 

7 

3 

2 

4 

0 

2 

3 

1 

3 

1 

4 

0 

1 

0 

2 

0 

計 527 24 (18) 7,489,660  62 17 
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(3) 部門別、内容別件数   

   ア 商品・役務分類別受付状況          イ 相談内容分類 

   商品等分類 件 数 割合(%)  相談内容分類 件 数 割合(%) 

 商品一般 39 7.4 安全・衛生 13 1.5 

 食料品 27 5.1 品質機能・役務品質 67 7.6 

 住居品 14 2.7 法規・基準 21 

 

2.4 

 光熱水品 15 2.8 価格・料金 99 11.3 

 被服品 16 3.0 計量・量目 0 0 

 保健衛生品 14 2.7 表示・広告 12 1.4 

 教養娯楽品 37 7.0 販売方法 272 31.0 

 車両・乗り物 8 1.5 契約・解約 321 36.5 

 土地・建物・設備 20 3.8 接客対応 59 6.7 

他の商品       0 0 包装・容器 1 0.1 

 クリーニング  2 0.4 施設・設備 1 0.1 

ﾚﾝﾀﾙ・ﾘｰｽ・賃借 15 2.8 買物相談 3 0.3 

 工事・建築・加工 19 3.6 生活知識 0 0 

 修理・補修 12 2.3 その他 10 1.1 

 管理・保管       3 0.6 計 879 100 

 役務一般       4 0.8 ※１件の相談に、内容分類が重複しているため、 

  金融・保険ｻｰﾋﾞｽ 37 7.0        商品・役務分類別受付状況件数とは一致しない。 
 
 

ウ 販売購入形態 
 
 
 

 運輸・通信ｻｰﾋﾞｽ 145 27.5 

 教育ｻｰﾋﾞｽ       4 0.8 

 教養・娯楽ｻｰﾋﾞｽ 8 1.5  形 態 分 類 件 数 割合(%) 
 保健・福祉ｻｰﾋﾞｽ      23 4.4  店舗購入 123 23.3 

 他の役務 15 2.8  訪問販売 47 8.9 

 内職・副業・ﾈｽﾞﾐ講       4 0.8  通信販売 172 32.6 

 他の行政ｻｰﾋﾞｽ       10 1.9 ﾏﾙﾁ･ﾏﾙﾁまがい取引 7 1.3 

 他の相談 36 6.8  電話勧誘販売 25 4.8 

計 527 100 
 ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞ･ｵﾌﾟｼｮﾝ 3 0.6 

 訪問購入 7 1.3 

 その他無店舗 5 1.0 

 不明・無関係 138 26.2 

計 527 100 
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７．１．３．0132100  消費者の育成に要する経費 

１ 消費者の日 

昭和50年、羽村町が首都圏最初の消費者センターを設立したのを記念して、昭和55年度よ

り定められた「消費者の日」は今年で38回目を迎えた。 

羽村市消費者の日は、消費者・事業者・行政が一体となり、消費生活に関わる様々な問題

をテーマに事業を実施している。また、その事業運営に当っては、消費生活センターを拠点

に活動している消費生活団体等で実行委員会を組織し、市民主導で毎年テーマを掲げ、市民

へ消費生活に関する様々な呼びかけを行っている。 

今年度は、「はむらエコアクション・ポイント～いよいよ制度実現へ～」をテーマに開催

した。 

 

   (1) 開催期日 平成30年3月16日(金) 

  (2) 会  場 消費生活センター活動室 

  (3) 来場者数 56人 

  (4) 内   容 平成27年度と平成28年度の2ヵ年にわたり、市民が参加しやすい羽村市独自の

「エコアクション」と「ポイント制度」の内容等について、関係者で話し合っ

てきたことを踏まえ、今年度は、より具体的にポイントの認定方法や交換方法

などについて、活発な意見交換を行った。 

 

２ 消費者展 

今年度、48回目を迎えた「いのちと暮らしを守る消費者展」は、「やさいのゆくえは？～様

変わりしていく野菜～」をテーマとして、各消費者団体がそれぞれの視点から得た情報につい

て展示を行った。 

 

   (1) 開催期日 平成29年11月4日・5日（土・日） 

  (2) 会  場 富士見公園 

  (3) 来場者数 約 15,000人 

  (4) 内 容 

参  加  団  体 展  示  内  容  等 

はむら安全食品等をもとめる会 はむらの野菜 追いかけました 

エコライフ羽村 いつまでもあると思うな 食と水 

生ごみ堆肥化めぐみネット・羽村 ぬけがらの野菜 食べていませんか 

はむら復興サポート 福島は 今 

消費生活センター運営委員会 知られざる種の世界 

消費生活相談員（消費生活相談室） 身近な契約トラブルにご注意！他 

 

(5) 消費者展全体展示 

身の回りの生活を見直し、工夫をする取り組みを行うことによって、日常生活の改善が

図られるような展示を行った。 
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７．１．３．0132200  消費者教育・啓発に要する経費 

 １  消費者啓発【主要な施策】 

  (1) 啓発用冊子等の作成 

① 消費者被害防止啓発カレンダー    作成部数   500冊 

② くらしの豆知識          作成部数   808冊 

③ 悪質商法 ７つのまちがいさがし  作成部数 26,000部（全戸配布） 

④ 消費生活センターパンフレット   作成部数  2,000部 

 

  (2) 啓発商品の作成 

① マグネットバー     作成個数 400個 

② ユーティリティバック  作成個数 500枚 
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環 境 保 全 係 

 

１． 主要な施策の概要 

１ 多様な主体と協働した環境活動及び自然環境学習事業 

４．１．９．0126600 環境配慮意識の啓発に要する経費 

最終予算額 7,160,000円 

決 算 額 3,184,198円 

【事業内容】 

環境活動の機会を創出し、自然環境を保全する意識の高揚を図るため、多摩・島しょ子ど

も体験塾事業羽村×八丈エコ教室、環境フェスティバル、水辺観察会、みどりの環境教室

を実施した。 

このうち、羽村×八丈エコ教室については、台風 5 号の影響により八丈島行きのフェリー

が欠航となったことから、やむを得ず八丈島での現地活動を中止とし、市内において地産地消

の飯盒炊さんと映像学習を代替え実施した。 

 

２ 低炭素化に資する設備等及びマネジメントシステムの普及促進事業 

４．１．９．0126600 環境配慮意識の啓発に要する経費 

７．１．２．0131200 融資事業に要する経費（産業振興課） 

最終予算額 24,180,000 円 

決 算 額 23,826,541 円 

【事業内容】 

環境負荷の尐ない地域社会の創出と市域の低炭素化を推進するため、「創省エネルギー化助

成制度」、「中小企業振興資金及び環境配慮事業資金融資制度」並びにオール東京 62市区町村

共同事業みどり東京・温暖化防止プロジェクトとして「リユース食器貸出事業」等を行った。 

 

３ ポイ捨て等防止対策事業 

４．１．９．0126600 環境配慮意識の啓発に要する経費 

最終予算額 1,353,000円 

決 算 額 1,320,351円 

【事業内容】 

ポイ捨て、路上喫煙及び犬のふんの放置の防止に関するキャンペーンやパトロールを実施し、

良好な生活環境の確保に努めた。 

 

４ 多様な主体と連携・協働した生物との共生事業 

４．１．１２．0151300 愛護動物適正飼養の啓発に要する経費 

最終予算額 557,000円 

決 算 額 506,208円 

【事業内容】 

   市民の動物愛護意識の高揚と快適な生活環境を保全するため、適正飼養の啓発を行うととも

にボランティア団体への不妊・去勢手術費用の助成等による飼い主のいない猫対策を推進した。 
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５ 自然環境の保全と再生事業 

８．３．８．0136700 緑化推進事業に要する経費 

最終予算額 173,000円 

決 算 額 168,078円 

【事業内容】 

   市域の自然環境の保全と再生を図るため、市域のみどりの骨格である崖線における保存樹林

地の適正維持の推進と市民団体による樹林地管理活動の支援を行うとともに、市内の歴史ある

みどりを保全するため指定している保存樹木の所有者への助成を行った。 

  

６ 新たなみどりの創出事業 

８．３．８．0136700 緑化推進事業に要する経費 

最終予算額 584,000円 

決 算 額 293,000円 

【事業内容】 

都市空間等の多様な緑化を支援し、生態系の確保を進め、潤いとやすらぎのある安全で良好

な都市環境の確保と環境負荷の低減を促進するため、生け垣、庭木、屋上及び壁面への緑化を

行う市民等への助成を行った。 

 

７ 多様な生物が共生できる環境の確保事業 

４．１．９．0126600 環境配慮意識の啓発に要する経費 

４．１．１０．0127000 公害測定等に要する経費 

８．３．８．0136700 緑化推進事業に要する経費 

最終予算額 790,505円 

決 算 額 790,209円 

【事業内容】 

地域にあった多様な生物が共生する環境を確保するため、ホタル養殖地の管理とホタル観察

会及び水生生物調査の実施、宅地等開発事業において指導要綱により地域在来種を用いた緑化

の推進に努めた。 
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２． 主な成果報告（主要な施策は、事業名の後に【主要な施策】と標記しています。） 

４．１．９．0126500 環境保全一般事務に要する経費 

１ 羽村市環境審議会 

(1) 環境審議会委員〔任期：平 28.11.8～平 30.11.7〕   (委員は、構成別の五十音順） 

職 名 氏   名 備   考 職 名 氏   名 備   考 

会 長 福 嶋   司 知識経験者 委 員 指 田  勇 事業者代表 

副会長 大 崎  玄 市民公募委員 〃 羽 田 晴 保 〃 

委 員 金 子 義 行 〃 〃 西 谷 隆 亘 知識経験者 

〃 谷 口 宏 乃 〃 〃 

田 中 利 和 
行政機関推薦 
平 29.4.3～ 

根 本  弘 
行政機関推薦 
～平 29.4.2 

(2) 開催状況 

回 数 年  月  
日 

主 な 内 容 

第 3回 平 30.1.29 

工場の設置に関する協議等に係る審議 

平成 27年度羽村市環境報告書の再編さんについて 

AZEMS プロジェクト平成 29 年度地球温暖化防止活動環境大臣表彰について  

第 4回 平 30.3.12 

羽村市環境とみどりの基本計画の進捗状況について 

羽村市環境とみどりの基本計画の進捗状況に基づく施策について 

羽村バイオガス発電所工場設置に係る先行事業踏査について 

牧之原バイオガス発電所現地踏査に係る見解等集約について 

２ 羽村市環境報告書 

「羽村市環境とみどりの基本計画～環境・みどり・生物多様性を包括的に進める はむらプラ

ン～」に基づく平成28年度の事業実施結果等の取りまとめを行い、羽村市環境審議会において

ＰＤＣＡサイクルによる審議を行った。 

４．１．９．0126600 環境配慮意識の啓発に要する経費 

１ 多摩・島しょ広域連携活動助成事業・子ども体験塾 羽村×八丈エコ教室【主要な施策】 

羽村市、八丈町及び特定非営利活動法人八丈島産業育成会が連携し、異なる地域環境の子

ども達の交流や体験型の環境学習に取り組むことで、次代の環境リーダーを養成するととも

に、日常生活ではできない感動体験を目的として、羽村×八丈エコ教室を実施した。 

平成29年度は、八丈島での現地活動について、台風5号の影響により八丈島行きのフェリー

が欠航となったことから、やむを得ず中止とし、市内において地産地消の飯盒炊さんと映像学

習を代替え実施した。 

事業名 期 間 内    容 参加者数 

羽村×八丈 

エ コ 教 室 

 

 

平29.8.7～ 

 29.8.11 

・再生可能エネルギーの学習【地熱利用等】 

・生息動植物の観察【光るキノコ観察、唐滝ガ

イドウォーク等】 

・海洋自然体験【ｽｸｰﾊﾞﾀﾞｲﾋﾞﾝｸﾞ等】 

・環境保全活動【海浜清掃活動等】 

・八丈島の文化体験【八丈太鼓等】 

※台風5号により中止 

羽村市団員20人 

八丈町団員10人 

リーダー6人 

引率指導者4人 

救急救命士2人 

事務局15人 
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２ 環境フェスティバル【主要な施策】 

環境配慮意識の高揚や環境配慮行動の促進を図るため、実行委員会を組織し、市民・事業

者・行政等との協働による第 6回環境フェスティバルを実施した。 

(1) 実施日及び会場 

ア 実施日 平成 29年 6月 3日（土） 

イ 会 場 羽村市生涯学習センターゆとろぎ前道路、ゆとろぎ等 

(2) 参加者数  延べ約 3,800人 

(3) 主な事業内容 

事業名 内  容 

市民展 
地球温暖化対策・ソーラークッカー紹介、緑地保全活動紹介等 参加 6団体 

廃材等を利用した手作りおもちゃ教室 参加 2団体 

事業者展 
市内外事業者による環境配慮商品の紹介等 参加 10事業者 

市内飲食店による飲食ブース 参加５事業者 

行政展 
堆肥化事業の紹介、利き水、害虫獣駆除相談受付、市内小中学校の環境

学習成果の展示等 参加4団体 

動物愛護展 地域猫活動等に関する展示 参加 1団体 

AZEMS ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ紹介 
再生可能エネルギーを利用した音響機器の電源利用 

ミスト扇風機の稼働 

エコ体験 

ダンボールコンポスト作り教室 

間伐材(多摩産材)を用いた積み木などの木のふれあい体験 

海洋生物にふれる移動水族館 

小動物の展示とふれあい動物園 

土と種を使ったワークショップ（たねダンゴつくろう）等 

イベント 

グリーンカーテンコンテスト及び表彰式 

羽村西小学校金管バンド部と小作台小学校ジュニアバンドの合同によ

るウェルカムミュージックと演奏会 

環境講演会、エコサイエンスショー、勝ち抜きクイズ 

リフレンズエコライブ 

羽村×八丈エコ教室活動発表会 

エコ啓発グッズ 
チャッティ＆水はむら＆はむりん茶、再生紙ポット＆種のセット 

LEDライト付き 4in1ボールペン、手動発電ライト等 

その他 東日本大震災復興応援ブース、パラスポーツ体験コーナー 

３ 環境教室【主要な施策】 

事業名 実施日 内   容 参加人数 実施場所 

水辺観察会 平 29.7.27 
環境カウンセラー颯田耕介氏を
講師に招き、多摩川の生物相と水
質について学んだ。 

子ども 23人 
大人 8人 

宮の下運動公園
付近河川敷 

みどりの 
環境教室 

平 30.3.28 
多摩森林科学園にて身近な植物
相や昆虫相を学んだ。 

子ども 3人 
大人 15人 

多摩森林科学園 
（八王子市） 

４ 創省エネルギー化助成制度 【主要な施策】 

環境負荷の尐ない地域社会の創出と市域の低炭素化を推進するため、「創省エネルギー化助成

制度」により、低炭素化設備等の導入に取り組む市民等の支援を実施した。 
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工事又は設備名称 助成件数 

太陽光発電システム（住宅） 21件 

家庭用燃料電池コージェネレーションシステム 1件 

高密度蓄電池システム（併用） 6件 

エネルギー管理システム（単体 HEMS） 2件 

エネルギー管理システム（制御 HEMS） 3件 

次世代自動車導入（EV及び PHV） 4件 

次世代自動車エネルギー供給設備（普通充電） 1件 

ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH） 2件 

次世代省エネ住宅化改修工事（長期優良住宅） 1件 

次世代省エネ住宅化改修工事（その他複合改修工事） 9件 

高断熱化改修工事 4件 

LED照明改修工事 2件 

高遮熱塗装等改修工事 10件 

浴室高断熱化改修工事 1件 

トイレの節水改修工事 6件 

合   計 73件  5,651,000円 

５ 中小企業振興資金及び環境配慮事業資金融資制度（保証料補助及び利子補給）【主要な施策】 

  自主的な経済活動及び環境に配慮した事業活動を促進するため、運転、設備、環境配慮

及び開業に要する資金の融資及び保証料を補助する中小企業振興資金及び環境配慮事業資

金融資事業を行った。 

 平成 29年度は、運転、設備及び開業に係る振興資金と公害対策や低炭素化に係る環境配慮事

業資金の融資条例の一本化、保証料補助率引き上げ及び環境配慮事業資金融資の利子補給率引

き上げについて施行し、前年度までに決定した 3件の融資に対する利子補給を行った。 

６ オール東京 62市区町村共同事業「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」 

オール東京 62市区町村共同事業「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」として、町内会等

へのリユース食器の貸し出しを市民団体と協働して行うリユース食器貸出事業「羽村リユース

＆リデュースプロジェクト 29」及びゴーヤとアサガオの種の配布を行うとともに、市民、事業

者を対象としたグリーンカーテンコンテストを実施した。 

(1) リユース食器貸出事業 羽村リユース＆リデュースプロジェクト 29【主要な施策】 

貸し出し件数 参加者数 貸し出し食器数 年間二酸化炭素排出量削減値 

74件 21,655 人 52,346 個 3,692kg-CO2 

(2) ゴーヤ・アサガオの種の配布 

配布個数 ゴーヤ 1,100個・アサガオ 1,300個 

(3) グリーンカーテンコンテスト 

      結果 

応募者数 
最優秀賞 優秀賞 優良賞 

市民の部(11人) 1人 1人 1人 

事業者の部(6社) 1社 1社 1社 



環境保全課 - 285 - 

７ ＡＺＥＭＳ(エイゼムス)プロジェクト【主要な施策】 

ＡＺＥＭＳプロジェクトとは、第五次羽村市長期総合計画及び実施計画、羽村市環境とみど

りの基本計画、羽村市地球温暖化対策地域推進計画、羽村市エネルギー使用の合理化及び地球

温暖化対策統合実行計画に基づいて、スマート交通システムの創出と市庁舎の省エネルギー化

及び再生可能エネルギーの使用促進を図るものである。 

ＡＺＥＭＳは、太陽光発電とリチウムイオン二次電池を多段的に用いることで、マイクログ

リッド化された電気自動車用の急速充電システムを構築するとともに、複数の電気自動車の急

速充電に必要な最大需要電力の抑制（平準化）を図り、太陽光発電システムのダウンサイズ（低

容量化）と CO2 フリー（二酸化炭素排出量ゼロ、再生可能エネルギーのみでの稼動）での自動

車の走行を実現した、都市部に適したコンパクトなスマート交通システムである。 

また、平成２９年度は、ＡＺＥＭＳプロジェクトの取り組みが評価され、地球温暖化防止活

動環境大臣表彰（対策技術先進導入部門）を受賞した。 

(1) 平成 29年度ＡＺＥＭＳ（エイゼムス）実績値 

 電気自動車の合計利用台数 1,818  台 

電気自動車の平均利用台数（給電実績 1日当り） 5.0  台 

電気自動車の平均充電量 5.4  kWh 

電気自動車の合計充電量（Ａ） 9,839  kWh 

電気バスはむらんの合計充電量（Ｂ） 29,273 kWh 

太陽光発電設備の合計発電量（Ｃ） 55,411 kWh 

1 日当りの平均発電量 151.8  kWh 

日射量合計 1,603.6 kW/㎡ 

庁舎電気使用量削減分（(C)－((A)+(B))） 16,298  kWh 

  ※平成 29年 4月 1日から平成 30年 3月 31日 

８ 多様な生物が共生できる環境の確保事業【主要な施策】 

(1) ホタル養殖地維持管理委託事業 

蛍の生息環境及び生態系保全のため、市民等と協働したホタル養殖地の管理を行った。 

件 名 委 託 金 額           内      容 委 託 先 

ホタル養殖地管理委託 369,000 円 ホタル養殖地の管理、蛍発生数の記録等 羽村蛍研究会 

(2) ホタル観察会 

ホタル養殖地において、羽村蛍研究会の協力を得てホタル観察会を実施した。      

実 施 日 場    所 参 加 人 数 

平 29.6.24 羽加美 4-1159-3ホタル養殖地周辺 約 481人 

９ ポイ捨て等防止対策事業【主要な施策】 

  路上喫煙、ポイ捨て及び飼い犬のふんの放置の禁止について広く啓発するため、キャンペー

ン等を実施するとともに、パトロール等による指導等を実施した。 

(1) ポイ捨て禁止等マナーアップキャンペーン 

条例の目的や内容を広く周知するため、市議会議員、町内会連合会、市内事業者及び市民

の協力のもと、ＰＲチラシを折り込んだポケットティッシュの配布や清掃活動を行った。 
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年 月 日 場 所 内           容 

平 29.7.10 
小作駅周辺 
羽村駅周辺 

ポケットティッシュ配布総数：1,500個 
従事者数：99人 

平 29.11.4 
富士見公園 
（産業祭） 

ポケットティッシュ配布総数：1,000個 
従事者数：36人 

 

(2) 路上喫煙等防止パトロール 

期 間 実施者 実施状況 

平 29.4.1～30.3.31 
(公社)羽村市シルバー 

人材センター 

市内延べ 204回 
指導 275件、勧告 0件、命令 0件、過料 0件 

平 29.4.1～30.3.31 環境保全課等職員 
市内全域パトロール 随時 
ポイ捨てゴミ等調査 1回 

４．１．９．0126700 環境マネジメントシステムの運用に要する経費 

１ 羽村市エネルギー使用の合理化及び地球温暖化対策統合実行計画（エコクリはむら）の運用 

市の事務事業におけるエネルギー使用の合理化と温室効果ガス削減の措置、グリーン調達、

環境配慮契約及び市独自の環境マネジメントシステムである「エコクリはむら」からなる「羽

村市エネルギー使用の合理化及び地球温暖化対策統合実行計画」（以下「統合実行計画」という。）

に基づいて、総合的な事務事業の環境対策を推進するとともに、環境研修を実施した。 

(1) 研修 

区 分 日  程 内           容 対  象 

新任研修 
平 29.4.4 

平 29.10.19 

環境対策の基本と歴史、環境対策の体系 

地球温暖化の状況、統合実行計画について 

AZEMS プロジェクト、効果測定 

新規採用職員 

環境研修 平 30.1.16～1.18 

環境対策の基本、市の環境対策の体系 

環境基本条例と環境とみどりの基本計画 

統合実行計画、市の事務事業と市域の状況 

AZEMS プロジェクト 

全  職  員 

実務研修 平 30.3.7、3.8 

統合実行計画の概要、省エネ・低炭素行動 

グリーン調達と環境配慮契約 

日常管理と実績報告 
実務担当職員 

(2) 公共施設のエネルギー使用量及び二酸化炭素排出量の削減 

平成 29年度 
（平成 28年度実績） 

エネルギー 
使用量 

二酸化炭素 
排出量 

エネルギー 
使用量合計 

二酸化炭素 
排出量合計 

電気（一般電気事業者昼間） 5,235,838kWh 2,570.8t 

原油換算 
3,383.6kℓ 

6,078t 

電気（一般電気事業者夜間） 270,129kWh 132.6t 

電気（新電力） 5,157,868kWh 1,904.3t 

LPG 11,780kg 35.8t 

都市ガス 375,803m3 719.0t 

灯 油 125,557ℓ 312.9t 

Ａ重油 144,560ℓ 391.7t 

軽 油 1,749ℓ 4.5t 

揮発油 2,871ℓ 6.7t 

目標量 
原油換算 
3,400kℓ 

6,867t 
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※二酸化炭素排出量については、京都メカニズムクレジット調整後排出係数による値。 

※平成 29 年度の統合実行計画後期計画期間より、全ての公共施設を計画対象施設とした（97 施設から 177
施設）ことから、エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量の総量は増加となっているが、177 施設の平成
27年度比ではエネルギー使用量 2.1％、二酸化炭素排出量 15.6％の削減実績。 

４．１．１０．0126900 公害対策に要する経費 

１ 都民の健康と安全を確保する環境に関する条例に基づく認可・届出件数     (単位：件) 

区    分 件  数 区    分 件  数 

工 場 設 置 認 可 2 指 定 作 業 場 設 置 5 

工 場 変 更 認 可 16 指 定 作 業 場 変 更 1 

工 場 承 継 ― 指 定 作 業 場 承 継 ― 

工 場 氏 名 等 変 更 10 指 定 作 業 場 氏 名 等 変 更  6 

工 場 廃 止 4 指 定 作 業 場 廃 止 1 

公害防止管理者選・解任 3 事 故 届 等 ― 

地 下 水 揚 水 量 報 告 8 化 学 物 質 使 用 量 等 報 告 22 

土 壌 汚 染 状 況 調 査 報 告 ― 土壌汚染拡散防止措置完了 ― 

石綿・飛散防止方法等計画 1 立 入 検 査 59 

２ 各種法律に基づく届出件数                         (単位：件) 

法 律 名 
区   分 騒音規制法 振動規制法 工場立地法 大気汚染防止法 

特 定 施 設 設 置 － －   

特 定 施 設 数 変 更 － －   

特 定 施 設 氏 名 等 変 更 1 1   

特 定 建 設 作 業 実 施 9 8   

特 定 工 場 新 設   1  

特 定 工 場 変 更   2  

特 定 工 場 承 継   －  

特 定 工 場 廃 止   －  

石綿特定粉じん排出等作業実施    1 

３ 公害苦情受付状況 

(1) 用途地域別公害苦情内訳                        (単位：件) 

現 象 

用途地域 
焼却 

大気汚染 
（粉じん） 

悪臭 騒音 振動 その他 計 

住 居 専 用 6 1 － 3 － 1 11 

住 居 地 域 － － － － － － 0 

近 隣 商 業 － － － 1 － － 1 

商 業 － － － － － － 0 

準 工 業 － － － － － － 0 

工 業 地 域 － － － － － － 0 

工 業 専 用 － － 2 － － 1 3 

調 整 区 域 － 1 － － － － 1 

不 明 － － 1 － － － 1 

計 6 2 3 4 0 2 17 
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(2) 発生源別公害苦情内訳                         (単位：件) 

現 象 

発生源 
焼却 

大気汚染 

（粉じん） 
悪臭 騒音 振動 その他 計 

工   場 － － 2 － － 1 3 

指定作業場 － 1 － － － － 1 

建 設 作 業           － 1 － 1 － － 2 

自動車・交通 － － － － － － 0 

一   般 6 － － 3 － 1 10 

不   明 － － 1 － － － 1 

計 6 2 3 4 0 2 17 

   公害苦情以外の相談：雑草･樹木繁茂 22件、動物関係 23件、ポイ捨て 2件、その他 7件 

４ 蜂等の害虫相談件数                        (単位：件) 

種 類 
ハチ類 毛虫等 

その他 
計 

スズメバチ アシナガバチ ミ ツ バ チ クマバチ 不明 

相談件数 22 6 2 － 25 47 102 
     

＊蜂用防護服貸出し件数 27件 

４．１．１０．0127000 公害測定等に要する経費 

１ 大気関係調査 

(1) 大気環境 

ア 二酸化窒素（簡易測定調査） 

 調査対象 交差点 16カ所                              (単位:ppm) 

調 査 日 結 果 平 均 環境基準 

平 29.6.13 ～ 6.14 0.004 ～ 0.021 0.014 0.04～0.06のｿﾞｰﾝ内 
又はそれ以下 平 29.12.20 ～ 12.21 0.015 ～ 0.020 0.017 

イ 一般環境大気調査             (単位:ppm 浮遊粒子状物質 ㎎/ｍ3) 

 調 査 日 
二 酸 化 窒 素 
(1 時間値の 1日平均値) 

二 酸 化 硫 黄 
(1 時間値の 1日平均値) 

浮遊粒子状物質 
(1時間値の 1日平均値) 

平 29.8.16 ～ 8.22 0.007 ～ 0.014 0.001 ～ 0.004 0.008 ～ 0.033 

平 30.2.8 ～ 2.14 0.008 ～ 0.023 0.003 ～ 0.004 0.002 ～ 0.022 

環境基準 
1 日平均値が 0.04～0.06ppm 

又はそれ以下 
1 日平均値が 0.04ppm 以下 
かつ 1時間値が 0.1ppm 以下 

1 日平均値が 0.1 ㎎/ｍ３以下 
かつ 1時間値が 0.2 ㎎/ｍ3以下 

(2) ダイオキシン類調査  

ア 大気                                     (単位：pg-TEQ/ｍ3) 

調 査 日 市庁舎屋上 羽村第二中学校屋上 環境基準 

平 29.8.16 ～ 8.23 0.029 0.013 0.6 以下 

平 30.2.8 ～ 2.15 0.0083 

 
0.0094 0.6 以下 
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イ 土壌                                    (単位：pg-TEQ/g-dry) 

調 査 日 富士見公園 羽村第二中学校校庭 環境基準 

平 29.8.21 0.082 0.035 1,000 以下 

 (3) 酸性雨調査（簡易測定） 

採取地点：市役所屋上 

酸性雨の目安：pH5.6以下               ( 単位：電気伝導率:μs/㎝） 

採取月 
水素イオン濃度

（pH) 
電気伝導率 採取月 

水素イオン濃度
（pH) 

電気伝導率 

４月 - - 10 月 7.4 4 

５月 6.8 3 11 月 9.0 3 

６月 6.7 3 12 月 - - 

７月 6.7 3 １月 7.1 3 

８月 6.8 4 ２月 7.2 4 

９月 5.4 3 ３月 - - 

２ 水質関係調査 

(1) 地下水調査（定点６カ所） 

調 査 日  第 1回：平成 29年 6月 19日  第 2回：平成 29年 9月 28日 

地下水調査（定点６カ所）結果               〔単位：㎎/l（pHを除く）〕 

調査項目／場所 
川崎４丁目 神明台４丁目 五ノ神３丁目 

環境基準 
第 1回 第 2回 第 1回 第 2回 第 1回 第 2回 

水素イオン濃度(pH) 6.5 6.3 7.9 7.9 6.5 6.5 － 

へキサン抽出物質 <1 <1 <1 <1 <1 <1 － 

カ ド ミ ウ ム <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003 以下 

全 シ ア ン <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 検出されないこと 

鉛 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01 以下 

ひ   素 <0.001 <0.001 0.001 0.001 <0.001 <0.001 0.01 以下 

総 水 銀 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005 以下 

硝酸及び亜硝酸性窒素 9.83 3.40 0.38 0.40 4.87 5.76 10 以下 

ふ っ 素 0.05 0.04 0.05 0.04 0.02 0.02 0.8 以下 

ほ う 素 0.03 0.02 0.01 <0.01 0.01 0.01 1 以下 
 

調査項目／場所 
緑ヶ丘 3丁目 羽東 3丁目 羽西１丁目 

環境基準 
第 1回 第 2回 第 1回 第 2回 第 1回 第 2回 

水素イオン濃度(pH) 7.7 7.8 6.4 6.3 6.7 6.8 － 

へキサン抽出物質 <1 <1 <1 <1 <1 <1 － 

カ ド ミ ウ ム <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.003 以下 

全 シ ア ン <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 検出されないこと 

鉛 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01 以下 

ひ   素 0.001 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.01 以下 

総 水 銀 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005 以下 

硝酸及び亜硝酸性窒素 3.19 2.70 5.00 5.14 3.66 3.39 10 以下 

ふ っ 素 0.03 0.03 0.06 0.05 0.05 0.04 0.8 以下 

ほ う 素 <0.01 <0.01 0.01 0.02 0.01 0.01 1 以下 
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(2) トリクロロエチレン等の有機塩素系化合物による地下水水質実態調査（10カ所） 

調 査 日 平成 30年 1月 29日         (単位:㎎/l（pHを除く）) 

調査項目 結  果 環 境 基 準 

水素イオン濃度(pH) 6.2 ～ 6.9 - 

トリクロロエチレン <0.001 ～ 0.002 0.01 以下 

テトラクロロエチレン <0.0002 ～ 0.0007 0.01 以下 

1,1,1-トリクロロエタン <0.0002 ～ 0.0023 1 以下 

(3) 多摩川水質調査 

調査地点：上 流（多摩川橋下）  

     中 流（宮の下運動公園付近） 

下 流（福生運動公園付近） 

多摩川水質調査結果        〔単位：㎎/l、大腸菌群数 MPN/100 ml(pH を除く)〕 

日時・場所 

調査項目 

平 29.6.8 平 29.9.5 
環境基準 

上 流 中 流 下 流 上 流 中 流 下 流 

水素イオン濃度(pH) 8.4 8.2 8.3 7.9 8.0 8.1 6.5 ～ 8.5 

溶存酸素量  10.3 10.5 9.8 10.2 11.0 9.8 7.5 以上 

ＢＯＤ 0.7 0.5 0.8 <0.5 <0.5 <0.5 2 以下 

浮遊物質量  <1 <1 <1 <1 <1 <1 25 以下 

大腸菌群数  790 330 1,300 1,700 11,000 11,000 1,000 以下 

全 窒 素 0.50 0.50 0.46 0.67 0.71 0.69 － 

全 り ん 0.007 0.011 0.009 0.011 0.008 0.011 － 

陰ｲｵﾝ界面活性剤 - - <0.0006 - - - 0.03 以下 

アンモニア体窒素 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01 － 

りん酸体りん 0.004 0.004 0.005 0.005 0.005 0.006 － 

 

日時・場所 

調査項目 

平 29.11.12 
環境基準 

上 流 中 流 下 流 

水素イオン濃度(pH) 7.9 7.8 7.8 6.5 ～ 8.5 

溶存酸素量  10.1 10.3 10.0 7.5 以上 

ＢＯＤ <0.5 <0.5 <0.5 2 以下 

浮遊物質量  22 20 20 25 以下 

大腸菌群数  280 2,200 490 1,000 以下 

全 窒 素 0.71 0.71 0.74 － 

全 り ん 0.037 0.031 0.028 － 

陰ｲｵﾝ界面活性剤 - - <0.0006 0.03 以下 

アンモニア体窒素 <0.01 <0.01 <0.01 － 

りん酸体りん 0.014 0.020 0.018 － 

※6月 8日及び 11月 12日の調査は、多摩川水系の自治体と一斉合同調査を行っており、上表調査項目の他、

健康項目 24項目を調査し、羽村市では大腸菌群数を除き、すべての項目において環境基準以下であった。 
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３ 多様な生物が共生できる環境の確保事業【主要な施策】 

(1) 水生生物調査 

調査地点：多摩川（市内上流部、下流部）  

調査項目 
平 29.9.6（上流） 平 29.9.6（下流） 

出現種数（種） 総個体数（個体） 出現種数（種） 総個体数（個体） 

底 生 生 物 
40 699 37 1,194 

貧腐水性水域（きれいな水域） 貧腐水性水域（きれいな水域） 

付 着 藻 類 
31 18,798 49 2,372 

きれいな水域 きれいな水域 

魚     類 
14 68 12 62 

きれいな水域 きれいな水域 

※準絶滅危惧（東京都西多摩絶滅危惧Ⅱ類）のカジカが確認された。 

※生物相は比較的に豊かであり、安定している。 

４ 騒音・振動関係調査 

(1) 環境騒音調査（市内38地点） 

調 査 日 結  果 

平 29. 9.26、9.27 1 地点で環境基準を超過するおそれがある 

平 30. 2.19、2.20 環境基準を超過するおそれはなかった 

(2) 自動車騒音、道路交通振動及び交通量調査 

測定箇所：9時～18時（市役所前、羽村街道、水道事務所前） 

9時～翌朝 9時（羽村西小学校前、スポーツセンター前） 

測定場所 測定日 基準値(dB) 

騒音測定値(dB) 

等価騒音レベル 

振動測定値(dB) 

80%レンジ上端値 

交通量(平均) 

(台/10 分) 

昼 夜 昼 夜 昼 夜 

市道第 101 号線 

市役所前 

平 29.5.23 
65/75/70 

65 - 45 - 96 - 

平 29.11.13 65 - 31 - 123 - 

都道羽村瑞穂線 

富士見平 2-20 

平 29.5.24 
70/75/65 

66 - 40 - 109 - 

平 29.11.14 68 - 40 - 112 - 

市道第 103 号線 

水道事務所前 

平 29.5.25 
60/70/65 

62 - 33 - 67 - 

平 29.11.15 64 - 33 - 65 - 

都道立川青梅線 

羽村西小学校前 

平 29.5.23～24 (昼)70/75/65 

(夜)65/70/60 

68 62 33 26 90 16 

平 29.11.13～14 69 63 32 26 93 13 

都道立川青梅線 

スポーツセンター前 

平 29.5.23～24 (昼)70/75/65 

(夜)65/70/60 

60 55 29 26 137 25 

平 29.11.13～14 61 56 27 26 146 21 

※基準値 騒音環境基準／騒音規制法要請限度／振動規制法要請限度 

等 価 騒 音 レ ベ ル：時間とともに変動する騒音について、一定期間の平均的な騒音の程度を表す指標のひとつ 

80％レンジ上端値：道路交通振動を評価する指標で、100個の測定値のうちの上端値から 10％の値 

交 通 量：毎正時から10分間に計測した上下線の交通量の平均値 

時 間 区 分：昼間 6時～22時、夜間 22時～翌 6時 

騒音・振動規制法要請限度：自動車騒音又は道路交通振動における基準。この値を超えて、道路の周辺の生活環境が著し

く損なわれると認められるときは、東京都公安委員会への要請や道路管理者又は関係行政機

関の長に意見を述べることができる。 
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 (3) 自動車騒音常時監視（面的評価） 

騒音規制法第 18条第 1項に基づき、市内の幹線道路における自動車騒音の面的評価を実施

した。 

測 定 日：平成 29年 12月 6日～7日 

路線名 
（通称名） 

昼間 （6時～22時） 夜間 （22時～6時） 

環境基準 測定値(dB) 評価 環境基準 測定値(dB) 評価 

立川青梅線（都道第 29 号線） 70 63 ○ 65 58 ○ 

  

路線名 
（通称名） 

近接空間 非近接空間 

達成率（％） 達成戸数（戸） 全戸数 

（戸） 

達成率（％） 達成戸数（戸） 全戸数 

（戸） 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 

立川青梅線① 
（都道第 29号線） 

100.0 100.0 328 328 328 100.0 100.0 589 589 589 

立川青梅線② 
（都道第 29号線） 

100.0 100.0 148 148 148 100.0 100.0 186 186 186 

合計 100.0 100.0 476 476 476 100.0 100.0 775 775 775 

近接空間：道路端から 15mの範囲   非近接空間：近接空間の外側 35mまでの区間 

 (4) 航空機騒音調査（常時測定） 

環境基準：地域類型ⅠLden 57dB 以下、地域類型ⅡLden 62dB 以下 

月 

市役所屋上 スイミングセンター屋上 

騒音発生 

回数 

最高音

(dB) 

Lden 

(dB) 
WECPNL 

騒音発生 

回数 

最高音

(dB) 

Lden 

(dB) 
WECPNL 

4 月 249 90.0 46.0 61.2 179 91.5 45.9 61.1 

5 月 234 90.1 44.2 58.4 105 90.2 44.0 59.2 

6 月 284 89.1 47.8 62.5 138 90.5 47.6 61.4 

7 月 215 84.7 44.4 58.9 102 88.6 43.9 58.9 

8 月 110 84.3 41.9 56.1 59 86.6 42.6 57.0 

9 月 121 83.4 42.3 56.1 69 86.2 41.6 55.3 

10 月 115 87.0 40.5 55.9 125 87.9 42.1 57.1 

11 月 110 93.8 43.9 58.4 174 99.4 48.2 63.8 

12 月 58 102.4 45.1 62.5 56 92.3 43.4 57.6 

1 月 108 82.7 39.8 54.4 109 82.4 40.2 54.7 

2 月 112 81.7 40.8 55.2 108 91.6 42.6 57.8 

3 月 136 106.8 47.9 65.4 92 85.9 40.2 54.3 

年間 1,852 106.8 44.5 60.1 1,316 99.4 44.3 59.1 

Lden：騒音の総暴露量を評価できる等価騒音レベルの一つで、航空機騒音のエネルギーを測定し騒音が発生
した時間帯ごとに補正し算出したもの。平成 25 年 4 月 1 日に航空機騒音に係る環境基準が WECPNL
から Ldenに変更された。 

地域類型：地域類型Ⅰとは都市計画法における専ら住居の用に供される地域及び用途地域として定められて
いない地域、地域類型Ⅱとは都市計画法における近隣商業地域、商業地域、準工業地域及び工業
地域をいいます。 
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５ 廃棄物埋立地排出ガス調査（動物公園駐車場敷地境界） 

調査日 平成 29年 7月 19日 （単位：ppm） 

項 目 メ タ ン 

結 果 2.4 

６ 空間放射線量調査 

富士見公園を定点とし、地上 5㎝、50cm、1mにおける空間放射線量の調査を行った。 

富士見公園定点測定結果              （単位：毎時マイクロシーベルト） 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

5㎝ 0.048 0.054 0.050 0.052 0.060 0.058 0.054 0.054 0.062 0.053 0.051 0.058 

50cm 0.045 0.053 0.048 0.049 0.055 0.053 0.052 0.056 0.055 0.046 0.052 0.056 

1m 0.048 0.052 0.048 0.052 0.056 0.055 0.054 0.052 0.060 0.051 0.053 0.055 

７ 航空機騒音常時監視システムの更新 

   設置から１５年以上が経過し老朽化していたスイミングセンター測定局及び解析等を行う中

央局の機器等について更新を図るとともに、東京都と航空機騒音常時監視に係る協定を締結し、

対象測定局における測定データの相互利用を図った。 

   製造者：日本音響エンジニアリング株式会社 

   型 式：ＤＬ－１００／ＬＥ 

４．１．１０．0127100 庁用自動車管理に要する経費 

環境保全パトロール車として、天然ガス自動車を運行し、低公害車の普及・啓発を図った。 

４．１．１１．0127200 旧廃棄物処分地の管理に要する経費 

旧廃棄物処分地電気施設の維持管理、修繕を行った。 

４．１．１２．0127400 畜犬登録に要する経費 

１ 申請件数              (単位：件) 

鑑 札 交 付 件 数 213 

 

新 規 交 付 200 

 新  規 138 

 転入交換 62 

再    交    付 13 

注 射 済 票 交 付 件 数  2,063 

 
新 規 交 付 2,055 

再 交 付 8 

登 録 抹 消 件 数 371 

 

 

死 亡 届 出 331 

登 録 原 簿 送 付（転出） 28 

登 録 消 除 12 

２ 登録頭数                                        (単位：頭) 

前年度末登録頭数 本年度登録頭数 本年度登録抹消頭数 今年度末登録頭数 

2,653 200 371 2,482 



環境保全課 - 294 - 

４．１．１２．0151300 愛護動物適正飼養の啓発に要する経費 

１ 多様な主体と連携・協働した生物との共生事業【主要な施策】 

市民の動物愛護意識の高揚と快適な生活環境を保全するため、適正飼養の啓発を行うととも

にボランティア団体への不妊・去勢手術費用の助成等による飼い主のいない猫対策を実施した。 

また、市内のボランティア団体による情報交換等を行うための連絡会を１回実施した。 

(1) 飼い主のいない猫不妊・去勢手術等助成 

助成メニュー 実施数 

不妊手術等 43頭 

去勢手術等 34頭 

捕獲器 1件 

助成額合計 487,012 円 

８．３．８．0136700 緑化推進事業に要する経費 

１  自然環境の保全と再生事業【主要な施策】 

(1) 保存樹林地の指定状況                        (単位：件、筆、㎡)   

指定件数 指定した土地の筆数 面  積 

26 49 24,955.54 

(2) 保存樹木の指定状況                          (単位：件、本) 

指定件数 指定樹木数 指 定 樹 種 と 数 量                           

17 29 
ｹﾔｷ-13  ｱｶﾏﾂ-3  ｸﾜ､ｲﾁｮｳ､ｶｼ-各 2 

ｸｽﾉｷ､ﾂﾊﾞｷ､ｻｸﾗ､ﾋﾏﾗﾔｽｷﾞ､ｶﾔ､ﾓｸｾｲ､ｴﾉｷ-各 1 

(3) 委託業務 

樹林地等管理プログラムの保守業務を委託により実施した。   (単位:円) 

件         名 委 託 金 額 内       容 委 託 業 者 

樹林地等管理プログラム保守委託業務 41,472 システムの保守点検等 株式会社大輝 

(4) 市民団体による樹林地管理活動支援事業 

雑木の伐採や下草刈り等の樹林地管理活動に対する支援を行った。   (単位:回、人、㎡) 

活動延べ回数 活動延べ人数 整備面積 

42 365 約 8,100  
 

２ 新たなみどりの創出事業【主要な施策】 

都市空間等への多様な緑化、生態系の確保を進めるため、生け垣、庭木、屋上及び壁面への

緑化を対象とした「新たなみどりの創出助成制度」を実施した。 

助成状況                               (単位：件、ｍ2、円) 

助成対象緑化事業 件 数 みどり面積 助 成 金 額 

生け垣緑化 1 5 60,000 

庭木緑化 2 29.1 176,000 

屋上緑化 － － － 

壁面緑化 1 16.83 57,000 
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生 活 環 境 係 

 

１．主要な施策の概要 

 

１ 羽村市富士見霊園墓地使用者の募集 

最終予算額 －円 

決 算 額 －円 

【事業内容】 

 平成 25年度に整備した区画墓地（1.0㎡：160区画、1.5㎡：150区画）と合葬式墓地（納

骨壇：1体用 134基、2体用 168基、合葬室 1,400 体）の使用者を５年間（第５期）に分けて

募集しており、今年度は第５期目の募集を行った。 

 

２ ごみの減量・資源化の推進 

４．２．２．0128600 ごみ減量に要する経費、他 

最終予算額 13,842,000円 

決 算 額 10,756,216 円 

【事業内容】 

 循環型社会の実現に向け、市民がごみの減量と資源のリサイクルに関心を持ち、積極的に取

り組んでいただけるよう、広報紙や資源リサイクルマニュアルなどによる啓発活動を行った。 

 また、町内会・自治会、子ども会などが行う古紙などの資源回収事業に助成金(51団体、904

万 3,590円)を交付し、ごみの減量及び資源のリサイクルに対する市民意識の高揚を図った。 

 さらに、生ごみの堆肥化の促進を図るため、モニター制度を推進するとともに、生ごみ堆肥

化の講習会を 3回開催（延参加者 36人）した。 

 事業用大規模建築物（延床面積 3,000㎡以上）については、廃棄物の減量及び再利用に関す

る計画書の提出を求めるとともに、19 事業所に立入調査を行うなど、ごみ減量等に対する実

施状況の確認と指導を行った。 

 

２．主な成果報告（主要な施策は、事業名の後に【主要な施策】と標記しています。） 

 

４．１．１２．0127500 瑞穂斎場組合の運営に要する経費 

 １ 施設使用実績            （単位：件） 

区 分 火 葬 場 斎 場 

構

成

市

町 

羽 村 市 514 91 

瑞 穂 町 371 167 

福 生 市 645 151 

武 蔵 村 山 市 722 250 

入間市（埼玉県） 1,307 229 

そ の 他 153 2 

計 3,712 890 

 



生活環境課 - 296 - 

４．１．１２．0127600 富士見斎場の維持管理に要する経費 

富士見斎場について、施設の適切な維持管理を行うとともに、施設運営業務については、株式

会社コナモーレに委託してきめ細かな対応を図った。 

１ 施設使用実績                 （単位：件） 

内訳 

年月 

通夜及び葬儀 

(2 日間使用) 

通夜又は葬儀 

(1 日使用) 
計 

29.4～30.3 102 18 120 

 

４．１．１２．0127800 霊園の管理運営に要する経費 

富士見霊園について、施設の適切な維持管理を行った。 

 １ 事務取扱件数                           （単位：件） 

 内            容 件 数         

①   富 士 見 霊 園 管 理 料 (1,103 区画) 1,098 

②  富 士 見 霊 園 墓 地 管 理 手 数 料 （ 除 草 等 ） 116 

③  富 士 見 霊 園 墓 石 施 工 届 48 

④  
富士見霊園墓地 

使用許可証発行 

ア 墓 地 使 用 者 承 継 に よ る 発 行 29 

イ 墓地使用者住所変更による発行 11 

ウ 使用許可証紛失による再発行 3 

エ そ の 他 1 

 ⑤  富 士 見 霊 園 使 用 区 画 の 返 還 8 

 

２ 富士見霊園墓地使用者の募集(公募)【主要な施策】 

 墓地数、墓地使用者の募集状況等 

墓 地 区 分 単位 総数 募集数 応募数 許可数 

区画墓地 

1.0 ㎡ 

区画 

160 39 13 12 

1.5 ㎡ 150 26 18 18 

4.5 ㎡ 356 2 3 2 

6.0 ㎡ 552 2 1 1 

合葬式墓地 

納骨壇 
※ 

1体用 
基 

134 38 11 10 

2 体用 168 44 31 20 

合葬室 体 1,400 制限なし 11 10 

 ※遺骨保持枞と生前枞の合計 

 

３ 施設の維持管理 
 

件    名 内     容 

富士見霊園墓地除草等委託 
市管理部分の緑地及び使用者から管理の委託を受けた

区画墓地の除草 

富士見霊園管理運営業務委託 富士見霊園に関する受付・管理、清掃等の日常業務 

富士見霊園樹木管理委託 霊園自然林及び植栽樹木の剪定及び刈込み 

富士見霊園内廃棄物等処理委託 
ごみ集積所の廃棄物の運搬・処理 

（燃やせるごみ・燃やせないごみ・塔婆・処理困難物） 
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４．２．１．0128300 廃棄物一般事務に要する経費 

 １ 廃棄物減量等推進審議会 

回 数 開催日 会 場 主 な 議 題 

第 1回 H29.6.5 
羽村市役所 4階  
特別会議室 

1.審議会の傍聴に関する定めについて 
2.審議会会議録の作成及び公表等に関する基準に
ついて 
3.羽村市の廃棄物の現状 

第 2回 H29.8.1 
西多摩衛生組合  

会議室 

1.施設見学後の資源及びごみ処理に関する意見等
について 
2.審議会の年間開催日程について 

第 3回 H29.9.28 
羽村市役所 4階  
特別会議室 

1.資源及びごみ処理費歳入歳出決算等統計につい
て 
2.資源リサイクルマニュアル改定に関する基本的
な事項について 

第 4回 H29.12.1 
羽村市役所 4階  
特別会議室 

1. 資源リサイクルマニュアル改定に関する基本的
な事項について 

第 5回 H30.2.20 
羽村市役所 3階  

庁議室 

1.平成 29 年度ごみ量の見込みについて 
2.燃やせるごみの組成分析結果について 
3. 資源リサイクルマニュアル改定に関する基本的
な事項について 

 

廃棄物減量等推進審議会委員    （任期：平29.6.1～平 31.5.31） 

職 名 氏   名 職 名 氏   名 

会 長 和 田  豊 委 員 野 村 博 幸 

副会長 阿 部 啓 一 〃 日 下 部  昇 

委 員 市 川 二 三 男 〃 大 野 利 幸 

〃 中 村 洋 子 〃 轟  誠 

〃 浅 見 加 代 子 〃 矢 部  要 

〃 川 島 紀 子 〃 古 谷 浩 明 

〃 沓 川 絢 子 〃 宮 田 満 裕 

〃 野 島 セ キ 江  定 数 1 5 人 
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２ 廃棄物減量等推進員 

   一般廃棄物の減量及び適正な処理に関する市民と行政との共通認識のもと、市の事業等

  に協力をいただくため廃棄物減量等推進員を委嘱し、会議を２回開催した。 

廃棄物減量等推進員            （任期：平 29.6.1～平 31.5.31） 

区域名 氏   名 区域名 氏   名 

川崎東 秋 山 一 男 五ノ神中 井 草  孝 

川崎西 岡 﨑 昌 弘 東台 田 貝 光 教 

上水通り 田 中 保 夫 富士見平第一 竹 澤 正 邦 

神明台 中 野 良 次 UR 羽村団地 林  俊 明 

双葉富士見 川 島 紀 子 奈賀一 柴 田 裕 德 

双葉町松原 石 黒 奈 保 美 奈賀二 木 村 和 子 

神明台上 吉 田  勇 田ノ上第一 武 藤 新 司 

神明台住宅 澤 村 誠 司 田ノ上第二 園 田  清 

都営神明台 北 島  保 田ノ上第三 星 野 寛 政 

本町第一 木 村 俊 則 旭ケ丘 藤 平 功 具 

本町第二 島 田  誠 間坂第一 朝  富 雄 

本町第三 加 藤  進 間坂第二 濱 中 幸 生 

東第一 吉 岡  功 宮地 関 口 勝 衛 

東第二 鈴 木 茂 泰 美原 新 井 宏 彦 

清流 大 舘 隆 男 小作本町 安 達 健 吾 

緑ケ丘第一 木 下 正 彦 小作台東 島 田  誠 

緑ケ丘第二 波 多 野 み づ ゑ 小作台西 諸 星 美 紀 

緑ケ丘三丁目 永 良 和 代 栄町第一 高 橋  元 

緑ケ丘西 岡 崎 孝 男 栄町第二 佐 々 木  寛 

五ノ神東 桜 沢 徳 光 計 39人 

 

４．２．１．0128400 庁用自動車管理に要する経費 

１ 車両配置状況    環境パトロール車 １台 

 

４．２．２．0128500 ごみ収集に要する経費 

 １ 市指定収集袋製造 

ごみの排出時に使用する市指定収集袋に、市内で収集したペットボトルを原料の一部（配合

率 40％）として再利用することにより、リサイクルの推進と市民の分別意識の向上を図った。 

   また、燃やせるごみ袋（中袋及び大袋）に、有料広告を掲載し、歳入の確保を図った。 

  市指定収集袋製造内訳                              （単位：枚） 

 ミニ袋 小袋 中袋 大袋 合計 

燃やせるごみ袋 246,000 695,500 932,000 515,000 2,388,500 

燃やせないごみ袋 15,500 21,000 36,500 39,000 112,000 

 

２ 市指定収集袋・廃棄物処理券（粗大ごみシール）取扱店 

   市内 70店舗 （平 30．3．31現在） 

 

 ３ 資源専用回収ボックス設置状況                  （単位：カ所） 

設置総数 ペットボトル 白色トレー 紙パック 

82 80 74 46 

   （店舗での独自設置分を除く、市設置分）          （平 30．3．31現在） 

  



生活環境課 - 299 - 

 ４ ごみ収集・処理実績 

(1) ごみ収集委託先 

会 社 名 所   在   地 収  集  委  託  地  区 

丸 順 商 事 ㈲ 羽村市富士見平 2－1－14 
川崎・玉川・清流・神明台・双葉町・緑ケ
丘三丁目・羽字武蔵野・五ノ神字武蔵野・
川崎字武蔵野・富士見平・五ノ神 

㈲ 小 作 物 産 羽村市羽加美 3－5－25 
羽中（三・四丁目）・羽加美・羽西・小作台・
栄町 

栄 晃 産 業 ㈱ 羽村市神明台 3－33－82 
羽東・緑ケ丘（三丁目を除く）・羽中（一・
二丁目） 

 

(2)ごみ収集内訳                          （単位：トン、％） 

区    分 収 集 方 法 等 収 集 量 構 成 比 

燃 や せ る ご み 

一般家庭系直接収集 8,414 52.8 

事 業 系 持 込 2,483 15.6 

小    計 10,897 68.4 

燃 や せ な い ご み 

一般家庭系直接収集 367 2.3 

公 共 施 設 等 持 込 3 0.0 

小    計 370 2.3 

粗 大 ご み 

一般家庭系直接収集 158 1.0 

一 般 家 庭 持 込 382 2.4 

剪 定 枝 持 込 28 0.2 

小    計 568 3.6 

有 害 ご み 一般家庭系直接収集 22 
 

0.2 

資 源 ご み 一般家庭系直接収集 4,065 25.5 

計 15,922             100.0 

  

(3) ごみ処理原価(資源化物売払い代金控除後) 

１トン当たり   42,671 円 

 

(4) 市民１人当たりの年間ごみ排出量（資源ごみ・事業系を除く）   （単位：kg） 

年 度 22 23 24 25 26 27 28 29 

排出量 171 175 175 176 174 174 169 168 

 
(5) 市内いっせい美化運動 

      道路、公園、公共施設などに捨てられているごみについて、町内会及び自治会が主体とな

った回収を行い、市内の美化を図った。 

（単位：kg） 

項目   
区分 

実  施  日 収  集  量 

春 季 5 月 28 日（日） 4,830 

秋 季 11 月 12 日（日） 4,345 
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４．２．２．0128600 ごみ減量に要する経費 

１ ごみ減量等のための啓発活動【主要な施策】 

ごみ減量等に対する市民意識の高揚を図るための啓発活動を実施した。 

主 な 実 施 事 業 

 資源リサイクルマニュアル、資源収集カレンダー、ごみ情報紙等の作成、配布 
 広報はむらの積極的な活用等 

生ごみ堆肥化モニター制度の促進に関する講習会の実施 

分別強化月間（2月、5月、9月）の実施 

 

２ 事業用大規模建築物所有者等の指導【主要な施策】          （単位：件） 

実 施 内 容 件 数 備 考 

廃棄物の減量及び再利用に関する計画書提出 56 うち立入検査の実施 19 

 

３ 羽村市資源回収事業助成【主要な施策】 

   ごみ減量等に対する住民意識の高揚を図ることを目的に、再利用が可能な不用物品の回収を

行う町内会等の団体に対して、回収量1kg当たり 10円を資源回収事業助成金として交付した。

                 （単位：kg、円） 

登録団体数 助成団体数 回 収 量 回 収 内 容 助 成 金 額 

51 団体 51 団体 904,359 

古 紙    861,742 
古繊維     24,849 
び ん     6,437 
鉄      2,205 
アルミ     9,126 

9,043,590  

 

４．２．２．0128700 西多摩衛生組合の運営に要する経費 

１ 西多摩衛生組合における処理量                    （単位：トン、％） 

区 分 処 理 量 構 成 比 

羽 村 市 11,726 19.1 

青 梅 市 28,898 47.1 

福 生 市 11,775 
 

19.2 

瑞 穂 町 8,989 14.6 

計 61,388 100.0  

 

４．２．２．0128800 東京たま広域資源循環組合の運営に要する経費 

１ 東京たま広域資源循環組合における処理量 

区    分 搬入配分量 搬入実績 差引（貢献量） 

焼却残渣 1,050トン 973 トン    77 トン   
12.9 不燃物       0 ㎥       0 ㎥ 0 ㎥ 

 （羽村市の処理量。組合組織団体は計 26団体）  
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４．２．３．0129600 し尿収集に要する経費  

１ し尿及び浄化槽汚泥の収集実績 

  (1) し尿及び浄化槽汚泥収集内訳     (単位：kℓ、％) 

区      分 収  集  量 構  成  比 

し 尿 72     11.2 

 浄 化 槽 汚 泥 573 88.8 

計 645 100.0 

 

(2) し尿処理原価(し尿汲取手数料控除後) 

１kℓ 当たり  44,373 円 

 

  (3) 収集委託先 

会 社 名 所   在   地 収 集 委 託 地 区 

丸 順 商 事 ㈲ 羽村市富士見平 2－1－14 市 内 全 域 
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リサイクルセンター係 

 

１.主要な施策の概要 

 

１ 最終処分場への搬入量の削減 

４．２．２．0129400 ごみ処理に要する経費 

最終予算額 9,418,000円 

決 算 額 9,150,300 円 

【事業内容】 

燃やせないごみ等で収集し、リサイクルセンターで選別処理後に資源化できない陶磁器、ガラ

ス等の不燃物について、民間事業者に委託し再資源化した。また、市内で収集した燃やせるごみ

の焼却残渣（焼却灰）は、全量をエコセメントの原料の一部として再生利用し、廃棄物のリサイ

クルを推進した。 

 

２ し尿及び浄化槽汚泥の共同処理 

４．２．３．0129700 し尿処理施設の管理運営に要する経費 

最終予算額 9,638,000円 

決 算 額 9,561,540 円 

【事業内容】 

  クリーンセンターは、設備の老朽化が進行している。また、公共下水道整備に伴うし尿の処理

量の減少により、施設等の適切な維持管理が難しくなっていることから、広域的な処理による合

理化を図るため、青梅市への処理の委託化に向け関連の事務処理を進めた。 

 

２．主な成果報告（主要な施策は、事業名の後に【主要な施策】と標記しています。） 

 

４．２．２．0128900 リサイクルセンターの管理運営に要する経費 

１ リサイクルの推進 

(1) リサイクルセンター施設見学等の受入れ 

団 体 数 総 人 数 

 15団体  343人 

 

(2) リサイクル品販売事業 

 販 売 品 数 売 上 総 額 
3,217品 

217 品 

1,269,800円 

   （公益社団法人 羽村市シルバー人材センターが実施）  
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２  リサイクルセンター施設等の維持・保全 

(1) リサイクルセンター施設等の修繕状況                 （単位：円） 

 件    名 

  

修繕額 修繕事業者 

（施設・設備の修繕） 

リサイクルセンター機器整備修繕(回転式破砕機、資源

ごみシュート、可燃・不燃物貯留ホッパ等) 

リサイクルセンター屋根雪止設置修繕・雨水散水用ポン

プ修繕他 

33,698,376 
クボタ環境サービス㈱

他 

（備品の修繕） 

圧縮減容機(№1)加圧シリンダ交換修繕他 2,111,400 メタウォーター㈱他 

               

４．２．２．0129100 庁用自動車管理に要する経費 

 １ 車両の配置状況                             （単位：台） 

軽貨物自動車 ト ラ ッ ク ショベルローダー フォークリフト 

１ 1 １ １ 

 

４．２．２．0129200 資源ごみのリサイクルに要する経費 

１ 資源化物の内訳                                         （単位：トン、円） 

資 源 化 物 の 種 類 処 理 量 売 払 代 金 

鉄 236 5,729,503 

 ア ル ミ ニ ウ ム 94 12,872,202 

無 色 ガ ラ ス ビ ン ※ 148  

茶 色 ガ ラ ス ビ ン ※ 97  

そ の 他 色 ガ ラ ス ビ ン ※ 87  

ペ ッ ト ボ ト ル 171 5,527,260 

 白 色 ト レ ー ※ 6  

容 器 包 装 プ ラ ス チ ッ ク ※ 467  

ダ ン ボ ー ル 389 10,196,518 

新 聞 紙 560 16,224,033 

雑 誌 ・ 雑 紙 1,299 30,164,982 

古 着 ・ 古 繊 維 266 3,655,795 

紙 パ ッ ク 24 610,470 

生 ビ ン 26 75,204 

布 団 類 22  

硬 質 プ ラ ス チ ッ ク 26 137,916 

 廃 家 電 等 89 705,019 

雑 品 等 1 15 

ウ ッ ド チ ッ プ 4 1,404 

リ サ イ ク ル 販 売 25  

計 4,037 85,900,321 

 
※容器包装リサイクル法に基づき、公益財団法人日本容器包装リサイクル協会に引き渡されるもの 

 

２ 使用済小型家電・使用済インクカートリッジのリサイクルの推進  

使用済小型家電・使用済インクカートリッジは市役所、産業福祉センター、リサイクルセン

ターの計３施設にボックスを設置し回収を行った。 
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回収ボックスでの回収量 
使用済小型家電 

使用済インクカートリッジ回収量 
回収個数 回収量 

計 1,036個 473kg 35kg 

    

４．２．２．0129300 グリーン・リサイクルに要する経費 

１ 剪定枝のグリーン・リサイクルの推進 

    剪定枝をチップ化処理し、堆肥等の原料（無料配布）、西多摩衛生組合で使用する活性炭の

原料として活用した。 
                                  （単位：トン） 

再生利用の総量 堆肥等原料への利用量 活性炭原料への利用量 
4.4 0.4 4.0 

 

４．２．２．0129400 ごみ処理に要する経費 
１ 水銀使用製品廃棄物等の処理    
   廃棄物として排出された乾電池、蛍光管や水銀体温計等の適正処分を行った。 
                                       （単位：トン）  

      区       分 処 分 量 
処理困難物 66 

廃乾電池・廃蛍光管 22 

不燃残渣（埋立から資源化へ） 71 

計 159 

  

２ フロンガスの回収 

     粗大ごみとして排出された除湿機・冷風機等（家電リサイクル法対象外品）98台から 

オゾン層の破壊に大きな影響を及ぼす特定フロンガスの回収を行った。 

 

３ 犬猫等の死体処理 

     家庭で飼われているペットや飼い主がわからない動物の死体を寺院へ運搬し、火葬・埋葬 

を行った。                             （単位：体） 

種  別 有 料 分  ※1 無 料 分  ※2 計 

犬 46 1 47 

猫 35 52 87 

その他 24 29 53 

計 105 82 187 

※1 家庭で飼われていたもの。（処理手数料：1体当たり 3,000円） 

※2 路上等で収集され、飼い主が不明なもの。  
 

４ 不法投棄防止パトロール 

不法投棄の防止と早期発見等を図るため、不法投棄防止パトロールを市内全域で実施し 

た。 

不 法 投 棄 物 回 収 件 数 31 件 
不 法 投 棄 物 回 収 量 1,225 ㎏ 
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４．２．３．0129700 し尿処理施設の管理運営に要する経費 

 １ し尿及び浄化槽汚泥の共同処理【主要な施策】 

クリーンセンターの維持・保全を行うとともに、し尿等の処理を青梅市へ委託する 

方針に沿って、関連の事務処理を進めた。 

 

青梅市し尿処理場基幹的設備改良工事前払金負担金 8,850,000 円 

青梅市し尿処理場改良工事監理委託前払金負担金 424,800 円 

青梅市し尿処理場改良工事発注支援業務委託負担金 286,740 円 

計 9,561,540 円 

 



 


